
基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向1 人権の尊重及び男女共同参画推進のための広報と啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

1

人権週間や男女共
同参画週間などの機
会を捉え、人権及び
男女共同参画に関
する啓発記事を掲載
します。

1
広報紙への記
事掲載

人権交通防
犯課

・広報6月号に男女共同参画週間に
ついての記事を掲載しました。
・広報11月号に、女性に対する暴力
撤廃国際日（11月25日）に関する啓
発記事及び「全国一斉女性の人権
ホットライン強化週間」の記事を掲
載しました。
・広報12月号に「人権週間のお知ら
せ」の記事を掲載し、啓発活動を実
施しました。

C

・広報6月号に男女共同参画週間（6
月23日から6月29日）についての記
事を掲載します。
・広報11月号に女性に対する暴力
撤廃国際日（11月25日）に関する啓
発記事及び「全国一斉女性の人権
ホットライン強化週間」を実施しま
す。
・広報12月号に「人権週間のお知ら
せ」の記事を掲載し、啓発活動を実
施します。

2

男女共同参画情報
紙「ゆい」を発行し、
男女共同参画に関
する理解の促進と啓
発を実施します。

2
男女共同参画
情報紙「ゆい」
の発行

人権交通防
犯課

情報紙「ゆい」を年2回（9月、3月）
各3,500部発行し、市内公共施設、
金融機関、ファミリーフレンドリー企
業などに設置したり、講座・講演会
において市民に配布しました。ま
た、広報とよかわにＱＲコードを掲載
し、啓発に努めました。

Ａ

情報紙「ゆい」を年2回各3,500部発
行
します。男女共同参画社会へ理解
を深めてもらうため、国や自治体の
最新の動向や市の事業概要などを
掲載し、啓発を行います。

3

豊川市男女共
同参画推進条
例に関するパ
ンフレットの配
布

人権交通防
犯課

男女共同参画週間（6月23日から6
月29日）に本庁舎ロビーにて「豊川
市男女共同参画推進条例」のパネ
ル展示及びパンフレットの配布を
行ったほか、講演会やイベント時に
も配布し、市民への周知を図りまし
た。

C

男女共同参画週間（6月23日から6
月29日）に本庁舎ロビーで「豊川市
男女共同参画推進条例」のパネル
展示を行うほか、講演会やイベント
時にパンフレットを配布し、市民へ
の周知を図ります。

4
関係法令等の
周知

人権交通防
犯課

男女共同参画週間（6月23日から6
月29日）に本庁舎ロビーにて男女共
同参画社会基本法などに関するパ
ネル展示を行いました。また、講座
等で資料と併せてパンフレットを配
布しました。

C

男女共同参画週間やイベント開催
時に、男女共同参画社会基本法に
ついてのパネル展示やパンフレット
配布を行います。より多くの人の目
に触れるようにします。

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）

男女共同参画社会
基本法を始め、豊川
市男女共同参画推
進条例などの法律、
条例を市民に周知
し、男女共同参画社
会の実現に向けた啓
発と協力を促しま
す。

3

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

番号 施策の概要 個別事業

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

担当課　

個
別
事
業
番
号

平成30年度実績



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向1 人権の尊重及び男女共同参画推進のための広報と啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要 個別事業

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

担当課　

個
別
事
業
番
号

平成30年度実績

5

各種パンフ
レット、チラシ
等啓発物品の
配布

人権交通防
犯課

「ジェンダー標語」の最優秀作品を
掲載した啓発物品を作成し、市民ま
つり「おいでん祭」や講座・講演会な
ど各種イベントで配布しました。（エ
コバック800枚、フリーザーバッグ
500個）

C

市民まつり「おいでん祭」や講座、講
演会など各種イベントにおいて、男
女共同参画に関するパンフレットや
啓発物品の配布を行います。

6
ジェンダー
チェックリスト
の配布

人権交通防
犯課

市民まつり「おいでん祭」で男女共
同参画コーナーを設け、ジェンダー
チェックリストを活用した啓発を行い
ました。また、ジェンダーチェック（地
域編）を掲載した情報紙「ゆい」（30
号）を講座等で配布しました。

C

ジェンダーチェックリストを配布する
ほか、情報紙へリストを掲載する
等、男女共同参画意識の啓発を行
います。

7
ビデオ、DVD、
書籍、パネル
等の貸出

人権交通防
犯課

啓発用DVD、書籍、パネルの貸出
事業をＨＰや情報紙で周知しまし
た。また、男女共同参画に関する書
籍を１冊購入し、貸出しの対象とし
ました。

B

啓発資料を収集、必要に応じて購
入をし、市民に貸出をします。貸出
可能であることの周知をＨＰや情報
紙などで行います。

5

男女共同参画意識
の高揚と啓発のた
め、講演会、講座、
研修会など、市民協
働などの手法を取り
入れながら実施しま
す。

8

男女共同参画
講演会、講
座、研修会、
セミナー等の
開催

人権交通防
犯課

市民団体との協働により、
「Nobody's Perfect～完璧な親なん
ていない～」（受講者延べ69名）、
「自分と相手を尊重した、人間関係
づくり講座」（受講者延べ51名）、「ロ
ジカルシンキング講座（社会人のた
めの伝え方・聴き方のコツ講座）」
（受講者28名）を開催しました。

C

「とよかわ市民協働基本方針」に基
づくまちづくりをめざすとともに、広く
市民に男女共同参画に対する理解
と関心を高めるために、市民活動団
体の特性を活かした講座を実施しま
す。

4

男女共同参画への
理解を促進するた
め、各種パンフレット
や啓発物品などを配
布、貸出します。



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向1 人権の尊重及び男女共同参画推進のための広報と啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要 個別事業

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

担当課　

個
別
事
業
番
号

平成30年度実績

6

ジェンダーについて
の理解を深めること
を目的に啓発作品の
募集事業を実施しま
す。

9
ジェンダー標
語等の作品の
募集

人権交通防
犯課

「第13回豊川市ジェンダー標語公募
事業」（応募数1.496作品）及び「第9
回男女共同参画ポスター・習字募
集事業」（応募数ポスター35作品、
習字370作品）を行いました。募集実
施にあたって公募ガイドＷＥＢ版や
全庁掲示板に掲載して周知しまし
た。

B

第14回豊川市ジェンダー標語公募
事業及び第10回男女共同参画啓発
ポスター・習字募集事業を実施しま
す。

7

人権意識の高揚と啓
発を図るため、各種
講座などを開催し、
人権を尊重する意識
づくりを実施します。

10

小坂井文化セ
ンター人権教
育・啓発事業
の実施

人権交通防
犯課

人権週間（12/4～12/10）に合わせ
て「小学校人権講演会」「中学生人
権講演会」を開催しました。（小坂井
校区小・中学校952名参加）。また、
人権に関する社会学習の場として、
地域の方を対象に「人権啓発研修
会」を開催しました。住民に広く周知
し、84名の方が参加しました。

B
人権尊重意識の向上を図るため、
人権講演会及び人権啓発研修会を
開催します。



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1　 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向2 男女共同参画に関する調査研究及び情報の収集と提供 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

11
男女共同参画
資料の収集と
提供

人権交通防
犯課

国や県の通知やホームページを活
用し、内閣府の男女共同参画局が
取り組みの「リコチャレ」、政治分野
における男女共同参画の推進に関
する法律やジェンダー・ギャップ指
数などに関する記事を掲載した情
報誌「ゆい」（33号、34号）を発行し
ました。また、広報や市のホーム
ページを通じて男女共同参画関連
情報の提供を行いました。

Ｃ
国や県、他の自治体から情報を収
集し、情報紙や広報、ホームページ
による啓発を行います。

12

国県との連携
強化と他自治
体との情報交
換の推進

人権交通防
犯課

2018年5月に公布・施行された「政
治分野における男女共同参画の推
進に関する法律」について、情報紙
「ゆい」第34号に掲載しました。ま
た、東三河5市担当者会議に参加
し、各市の男女共同参画に関する
取組について情報交換や意見交換
を行いました。

Ｃ

国、県及び他の自治体の情報を収
集します。また、市町村男女共同参
画推進担当課長会議、東三河5市
担当者会議に参加し、各市の男女
共同参画に関する取組について情
報交換や意見交換を行います。

13
ボランティア・
市民活動登録
制度の実施

市民協働国
際課

とよかわボランティア・市民活動セン
ターへの登録を推進し、市民協働に
関する情報を収集して、活動希望者
に登録団体の情報を提供しました。

Ｃ
とよかわボランティア・市民活動セン
ターへの登録を推進し、市民協働に
関する情報を収集・提供します。

14

ボランティア・
市民活動団体
情報紙等の発
行と配布

市民協働国
際課

ボランティア・市民活動団体に関す
る情報紙を作成し、配布しました。

Ｃ
活動団体の情報を広く提供するた
めに、ボランティア・市民活動情報
紙を発行します。

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）

9

男女共同参画に関
連する市民活動の
情報を収集・提供し
ます。

8

国や地方公共団体
などの男女共同参画
に関する情報の収集
に努め、ホームペー
ジや情報紙を通じて
提供します。

番号 施策の概要



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1　 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向2 男女共同参画に関する調査研究及び情報の収集と提供 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績 今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

15

男女共同参画
に関する市民
意識調査の実
施

人権交通防
犯課

基本計画策定に合わせた事業であ
るため、平成30年度は実施しませ
んでした。

―
令和2年度の基本計画見直しの基
礎資料とする意識調査を予定して
います。

16

事業所におけ
る男女共同参
画に関する調
査の実施

人権交通防
犯課

基本計画策定に合わせた事業であ
るため、平成30年度は実施しませ
んでした。

―
令和2年度の基本計画見直しの基
礎資料とする意識調査を予定して
います。

17

男女共同参画
に関する職員
意識調査の実
施

人権交通防
犯課

基本計画策定に合わせた事業であ
るため、平成30年度は実施しませ
んでした。

―
令和2年度の基本計画見直しの基
礎資料とする意識調査を予定して
います。

18
豊川市市民意
識調査の実施

秘書課
2年に1度の事業であるため、平成
30年度は実施しませんでした。

－
第13回豊川市市民意識調査で、男
女共同参画に関する調査を行いま
す。

市民や事業所、職員
などに男女共同参画
に関する総合的な意
識調査を定期的に実
施します。

10



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向3 メディアや情報における人権及び男女共同参画の尊重 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

19
表現のガイド
ラインの普及
啓発

人権交通防
犯課

「表現のガイドライン」について、チ
ラシやホームページで啓発を行いま
した。

Ｃ
ホームページや情報紙で啓発を行
います。

20
マスコミ、各種
団体への啓発

人権交通防
犯課

情報紙等の作成にあたって、「表現
のガイドライン」に基づき、男女共同
参画に配慮した表現を行うよう、関
係機関へ理解と協力を依頼しまし
た。

Ｃ
「表現のガイドライン」に基づく表現
について、関係機関へ理解と協力を
求めていきます。

秘書課

広報とよかわを作成の際、各課から
の提出原稿を元に、記事の文章表
現などについて、ジェンダーの視点
に配慮した紙面づくりを行いました。

Ｃ
ジェンダーの視点に配慮した広報活
動を行います。

人権交通防
犯課

男女共同参画情報紙「ゆい」の文章
表現、イラスト、写真などにおいて
ジェンダーの視点に配慮する取り組
みを行いました。

Ｃ

男女共同参画情報紙「ゆい」や、各
種講座等のチラシ、ホームページ作
成時に、ジェンダーの視点に配慮し
た取り組みを行います。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

11

メディアや広報紙な
どにおいて人権及び
男女共同参画に配
慮した表示や表現を
するよう働きかけま
す。

12

公的出版物、ホーム
ページなどの文章表
現やイラスト、写真に
おいてジェンダーの
視点に配慮した取組
を行います。

21

ジェンダーの
視点を取り入
れた広報活動
の実施



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題1 人権を尊重し、男女共同参画意識を向上します

施策の方向3 メディアや情報における人権及び男女共同参画の尊重 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

13

各メディアからの情
報を正しく読み解き、
自己発信する力を養
います。

22

メディアリテラ
シー向上のた
め、理解し易
い事例を示し
ての広報活動
などの実施

人権交通防
犯課

市ホームページに「男女共同参画
に関する用語辞典」を昨年度に引き
続き掲載しました。また、男女共同
参画週間（6月23日～6月29日）に、
本庁舎ロビーに用語解説を掲示し
ました。情報紙「ゆい」においても用
語解説を掲載しました。

C
ホームページ、情報紙等を利用し
て、情報を理解しやすい形で提供し
ます。

14

児童・生徒が課題や
目的に応じて必要な
情報を主体的に選
択、判断、表現、処
理し、受け手の状況
などを踏まえて発
信、伝達できる能力
を養います。

23

情報モラルに
ついて学ぶ授
業の実施と活
用できる教材
ソフトの導入

学校教育課

情報モラルにかかわる具体的な事
例を研究し、各校で情報モラルにつ
いて学ぶ自作教材や有効なソフトを
導入し、授業・講座を行った。また、
専門家を招いて、情報モラルを学ぶ
機会を設定した。

B

総合的な学習や技術家庭科、特
活、道徳等あらゆる教育活動を生
かして、情報モラルを学ぶ機会を設
定します。特に、モバイルなどを活
用した、ICT教育を通して、ネット社
会への良好な参画者として様々な
教材ソフトを活用する。



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

15

配偶者からの暴力
の防止及び被害者
の保護等に関する
法律を周知します。

24
関連法令等の
周知

人権交通防
犯課

男女共同参画週間(6月23日から6
月29日）に本庁舎ロビーにて実施し
た啓発で、DV防止法に関するチラ
シを掲示しました。

Ｃ
関係資料を収集し、情報紙に掲載、
配布します。

人権交通防
犯課

女性に対する暴力撤廃国際日（11
月25日）に合わせ、広報11月号及
びホームページに「女性に対する暴
力をなくす運動期間」について掲載
しました。

Ｃ

女性に対する暴力撤廃国際日（11
月25日）に合わせ、広報11月号及
びホームページに「女性に対する暴
力をなくす運動期間」について掲載
します。

子育て支援
課

広報（11・5月号）に掲載。啓発ポス
ターを関係機関に掲示。啓発チラシ
を民生委員児童委員に配布しまし
た。

Ｃ
広報へ児童虐待防止に関する啓発
記事を掲載するとともに、ポスター
の掲示を行います。

福祉課
緊急に援助が必要な生活保護受給
者や申請者の女性に対し、保護施
設等の情報提供を行いました。

Ｃ
緊急に援助が必要な女性に対し、
保護施設等の情報提供を行いま
す。

介護高齢課
平成30年9月号広報に高齢者虐待
防止の記事を掲載しました。

Ｃ
引き続き、広報への掲載を行ない
ます。

学校教育課
毎月、広報に心理教育相談「ゆずり
は」の相談時間を掲載しました。

Ｃ
毎月、広報に心理教育相談「ゆずり
は」の相談時間を掲載します。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

16
 
ＤＶや児童・高齢者
虐待など、暴力の根
絶に向けた啓発・研
修会などを実施しま
す。

広報紙への記
事掲載

25



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

国が作成したDV相談ナビカード
や、県が作成したDV防止のパンフ
レット等を市民相談室へ設置し、情
報提供を行いました。

Ｃ

広報等への掲載や、県が作成した
パンフレットなどを、講座で配布した
り、市民相談室に置いたりし、啓発
活動や情報提供を行います。

子育て支援
課

愛知県女性相談センターと連携を
密にし、情報収集等を行いました。

C
愛知県女性相談センターと連携を
密にし、情報収集等を行います。

福祉課
緊急に援助が必要な生活保護受給
者や申請者の女性に対し、保護施
設等の情報提供を行いました。

Ｃ
緊急に援助が必要な女性に対し、
保護施設等の情報提供を行いま
す。

介護高齢課
33件のうち14件を虐待と判断しまし
た。

Ｃ
各高齢者相談センターと連携を密
にし、引き続き虐待情報を収集しま
す。

学校教育課

毎月、広報に心理教育相談「ゆずり
は」の相談時間を掲載しました。事
案によっては、学校だけでなく、関
係機関と連携して情報収集や提供
にあたりました。

Ｃ

毎月、広報に心理教育相談「ゆずり
は」の相談時間を掲載しました。事
案によっては、学校だけでなく、関
係機関と連携して情報収集や提供
にあたります。

16
 
ＤＶや児童・高齢者
虐待など、暴力の根
絶に向けた啓発・研
修会などを実施しま
す。

26
ＤＶに関する
情報収集や情
報提供



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

12月4日（火）に宝陵高等学校1～3
年生164名、2月12日（火）に豊川工
業高等学校3年生235名に対し、
「デートDV防止研修会」を開催し、
デートＤＶ防止の知識を深めまし
た。（２校実施）

A
市内の高校を対象に、「デートDV防
止研修会」を開催します。

子育て支援
課

「市町村等ＤＶ実務担当者会議」に
参加し、連絡調整を図りました。（4
月25日、10月1日）

Ｃ
会議や研修会があれば参加し、関
係機関との連携を図ります。

福祉課
障害者に関するＤＶについて、関連
情報を収集しました。

Ｃ
必要のある会議や研修会に参加
し、関係機関との連携を図ります。

介護高齢課
高齢者相談センターとの連絡会議
において虐待の事例検討を実施し
ました。

Ｃ
引き続き、高齢者虐待対応のため
高齢者相談センターとの連絡会議
を実施します。

学校教育課

校長会、生徒指導部会などで、子ど
もの様子の観察を依頼しました。ま
た、要保護児童対策地域協議会に
参加して情報を収集したり、子育て
支援と情報交換を行ったりして、関
係機関との連携を図りました。

Ｃ

校長会、生徒指導部会などで、子ど
もの様子の観察を依頼します。ま
た、要保護児童対策地域協議会に
参加し、関係機関との連携を図りま
す。また、子育て支援課と連携し、
事例を通した学習会を行います。

16
 
ＤＶや児童・高齢者
虐待など、暴力の根
絶に向けた啓発・研
修会などを実施しま
す。

27
ＤＶ防止研修
会の開催



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

12月4日（火）に宝陵高等学校1～3
年生164名、2月12日（火）に豊川工
業高等学校3年生235名に対し、
「デートDV防止研修会」を開催し、
デートＤＶ防止の知識を深めまし
た。（２校実施）

A
市内の高校を対象に、「デートDV防
止研修会」を開催します。

学校教育課
他機関からの研修会の案内を市内
小中学校に情報提供しました。

Ｃ
他機関からの研修会の案内があれ
ば、市内小中学校に情報提供しま
す。

子育て支援
課

豊川市要保護児童対策協議会研
修会を開催しました。講演「幸せな
子ども時代を守るために」を実施。
１１月２０日（火）、御津文化会館、
参加者３００名

B
関係機関ごとに勉強会を開催し、事
例紹介等を行います。

学校教育課
豊川市要保護児童対策地域協議
会研修会に参加しました。 Ｃ

豊川市要保護児童対策地域協議
会研修会に参加します。

人権交通防
犯課

豊川市要保護児童対策地域協議
会研修会に参加し、情報収集及び
連絡調整に努めました。

Ｃ
児童虐待防止に関する研修会に参
加して、情報収集を行います。

16
 
ＤＶや児童・高齢者
虐待など、暴力の根
絶に向けた啓発・研
修会などを実施しま
す。

28

デートＤＶの防
止に向けた啓
発や研修の開
催

29
児童虐待防止
研修会等の開
催



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

東三河南部圏域DV被害者保護
ネットワーク会議（7月23日（月））に
参加し、関係機関と情報を共有し、
連携を深めました。

Ｃ
東三河南部圏域DV被害者保護
ネットワーク会議に参加して、連携
を深めていきます。

子育て支援
課

東三河南部圏域ＤＶ被害者保護
ネットワーク会議に参加し連携の強
化を図りました（7月23日（月））

C
ネットワーク会議に参加し、連携の
強化を図ります。

31
要保護児童対
策地域協議会
の設置

子育て支援
課

要保護児童対策地域協議会によ
り、関係機関との連携強化、情報共
有を図り、事案に対応しました。
代表者会議　年2回
連絡調整会　月1回
ケース会議　随時

C
定期的に会議等を開催し、連携強
化、情報共有を行います。

32

高齢者虐待防
止ネットワーク
運営協議会の
開催

介護高齢課
高齢者虐待防止ネットワーク運営
協議会を7月26日（木）に実施しまし
た。

Ｃ
高齢者虐待防止ネットワーク運営
協議会を7月25日（木）に実施予
定。

30

東三河南部圏
域ＤＶ被害者
保護ネット
ワーク会議と
の連携

ＤＶや児童・高齢者
虐待防止対策として
関係機関とのネット
ワークをつくります。

17



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

DV相談における窓口的役割を担
い、「DV相談における窓口対応担
当者連絡会議」を開催し、関係各課
のDV担当者との連携を図りました。

Ａ

「DV相談における窓口対応担当者
連絡会議」を開催します。また、関
係機関の会議に参加し、連絡調整
を図ります。

子育て支援
課

関連情報を収集しました。 Ｃ
会議や研修会があれば参加し、関
係機関との連携を図ります。

福祉課
障害者に関するＤＶについて、関連
情報を収集しました。

Ｃ
必要のある会議や研修会に参加
し、関係機関との連携を図ります。

介護高齢課
№32の高齢者虐待防止ネットワー
ク運営協議会が該当し、設置してい
ます。

Ｃ
高齢者虐待防止ネットワーク運営
協議会を7月25日（木）に実施予
定。

学校教育課

子育て支援課主催の要保護児童対
策地域協議会により関係機関との
連携を深めました。また、事案に応
じてケース会議を開催しました。

Ｃ

要保護児童対策地域協議会により
関係機関との連携を深めます。ま
た、事案に応じてケース会議を開催
します。

34
女性悩みごと
相談の実施

人権交通防
犯課

プリオ5階市民相談室において、毎
月第1・3金曜日に女性相談員によ
る「女性悩みごと相談」を実施し、53
件の相談を受付けました。（内DVに
関する相談は28件）

Ｃ

プリオ5階市民相談室において、毎
月第1・3金曜日の10時～14時30分
に「女性悩みごと相談」を実施しま
す。

　

35
法律相談の実
施

人権交通防
犯課

プリオ5階市民相談室において、毎
週土曜日及び第4火曜日に弁護士
による「法律相談」を実施し、年間
331件の相談を受付けました。

Ｃ
プリオ5階市民相談室において、毎
週土曜日及び第4火曜日の13時～
16時に「法律相談」を実施します。

36
人権よろず相
談の実施

人権交通防
犯課

北庁舎４階市民相談室において、
毎週火曜日に人権擁護委員による
「人権よろず相談」を実施し、年間6
件の相談を受付けました。

Ｃ
北庁舎４階市民相談室において、
毎週火曜日13時30分～15時30分
に「人権よろず相談」を実施します。

33
ＤＶ防止対策
会議の設置

ＤＶや児童・高齢者
虐待防止対策として
関係機関とのネット
ワークをつくります。

17

男女が抱える心の
問題や、ＤＶを始めと
した様々な問題解決
のため、各種相談を
実施し、相談内容に
応じて関係機関や市
民活動団体などの
民間団体との連携を
図ります。

18



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向4 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）、児童・高齢者虐待に対する取組

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

プリオ5階市民相談室において、毎
月第1・3金曜日に女性相談員によ
る「女性悩みごと相談」を実施し、
DVに関する相談を28件受付けまし
た。また、女性弁護士による女性優
先相談日（年２回）を設けました。

Ｃ
「女性悩みごと相談」及び、「女性弁
護士による女性優先相談日」を開
催します。

子育て支援
課

県の施設等の情報提供を行いまし
た。また、緊急援助の必要に応じて
入所を支援しました。

C
県の施設等の情報提供を行いま
す。

福祉課
県の施設等の情報を提供し、支援
しました。

Ｃ
県の施設等の情報を提供し、支援
体制の充実を図ります。

介護高齢課
虐待と判断した14件について、介護
保険サービス等を利用し対応にあ
たっています。

Ｃ
引き続きケースに合った対応を行な
います。

学校教育課

心理教育相談「ゆずりは」で、カウン
セリングを中心に支援を行い、必要
な場合は専門機関と連携しました。
 
・勤労福祉会館　毎週月～金10時
00分～16時50分
 ・音羽支所　毎週月水木金10時00
分～16時50分
 ・小坂井支所　毎週水木金10時00
分～16時50分

Ｃ

心理教育相談「ゆずりは」で、カウン
セリングを中心に支援を行い、必要
な場合は専門機関と連携します。
 
・勤労福祉会館　毎週月～金10時
00分～16時50分
 ・音羽支所　毎週月水木金10時00
分～16時50分
 ・小坂井支所　毎週水木金10時00
分～16時50分

37
ＤＶ被害者に
対する支援体
制の充実

暴力を受けた方の支
援のため、カウンセ
リングや専門機関、
シェルター（保護施
設）などの情報を提
供します。

19



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2　 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向5 セクシャル・ハラスメント防止対策の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

人権交通防
犯課

広報11月号及びホームページに
「女性に対する暴力をなくす運動期
間」について掲載しました。また、事
業所に対して、「パートナーシップ推
進出前講座」を開催し、啓発を行い
ました。

C

広報やホームページに関連記事を
掲載し、男女共同参画週間等のイ
ベント時にはポスターを掲示しま
す。また、講座のメニューに取り入
れ、啓発を行います。

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレット
の配布を行い、啓発活動を行うと同
時に毎月第2木曜日、13：00～16：
00、プリオ窓口センター市民相談室
にて労働相談を実施しました。（13
名の予約申込みあり）

Ｃ
パンフレットやチラシを利用して、セ
クシャル・ハラスメント防止の啓発を
行います。

人権交通防
犯課

パートナーシップ推進出前講座「セ
クシャル・ハラスメント」をテーマにし
た講座（相談を受けた時の適切な
対応方法を学ぶ等）を組み込み、
事業所を申込対象としました。

C

パートナーシップ推進出前講座に
「セクシャル・ハラスメント」をテーマ
にした講座を組み込み、事業所を
申込対象とします。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレット
の配布を行い、啓発活動を行いま
した。

C

事業所に対して、セクシュアル・ハ
ラスメント対策として就業規則への
反映、ガイドライン作成の啓発を行
います。

人権交通防
犯課

男女共同参画週間（6月23日から6
月29日）に本庁舎ロビーにて実施し
た啓発で、労働相談窓口一覧のポ
スターを掲示し、エンパワーメント講
座においてそのチラシを配布しまし
た。

Ｃ

男女共同参画週間での啓発にチラ
シを掲示するほか、ホームページ
や情報紙を活用し、啓発活動を行
います。

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレット
の配布を行い、啓発活動を行うと同
時に毎月第2木曜日、13：00～16：
00、プリオ５階市民相談室にて労働
相談を実施しました。（13名の予約
申込みあり）

Ｃ

パンフレットやチラシ等を利用して
事業所に啓発を行うことで、従業員
への労働相談窓口の周知を図りま
す。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

セクシュアル・
ハラスメント対
策として就業
規則への反
映、ガイドライ
ン作成の啓発

39

セクシュアル・
ハラスメント防
止の啓発

38

事業所に対し、セク
シュアル・ハラスメン
トの認識を高めるた
めの啓発を実施しま
す。

20

21

事業所に対し、セク
シュアル・ハラスメン
ト対策を就業規則に
設けることやガイドラ
インを作成するよう
働きかけるとともに、
相談窓口を周知しま
す。

40
労働相談窓口
の周知



基本目標1 人権を尊重し、自立と思いやりの心を大切にするまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題2　 女性などに対する暴力の根絶対策を充実します

施策の方向5 セクシャル・ハラスメント防止対策の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人事課

セクシュアル・ハラスメントの防止に
対する基本方針を庁内ＬＡＮにて全
職員へ周知しました。
新任課長級の職員がeラーニング
によるセクシュアル・ハラスメント防
止コースを受講しました。

C

豊川市職員服務規程に基づき、引
き続き、セクシュアル・ハラスメント
防止及び排除について遵守徹底を
図ります。
引き続き、新任課長級の職員がe
ラーニングによるセクシュアル・ハラ
スメント防止コースを受講します。

市民病院庶
務課

職場におけるセクシュアル・ハラス
メント防止に関する基本方針を院内
LANにて全職員へ配信しました。

C

豊川市病院事業職員服務規程に
基づき、引き続き、セクシュアル・ハ
ラスメント防止及び排除について遵
守徹底を図ります。

人事課
セクシュアル・ハラスメントに対する
苦情相談処理窓口を、庁内ＬＡＮに
て全職員へ周知しました。

C

職場におけるセクシュアル・ハラス
メントの防止に関する基本方針等
に基づき、引き続き苦情相談処理
窓口を周知します。

市民病院庶
務課

セクシュアル・ハラスメントに対する
苦情相談処理窓口を設置し、院内
LANにて全職員へ周知しました。

C

職場におけるセクシュアル・ハラス
メントの防止に関する基本方針に
基づき、引き続き、苦情相談処理窓
口を設置します。

22

豊川市職員服務規
程、豊川市病院事業
職員服務規程など
に基づき、セクシュ
アル・ハラスメント防
止対策を実施しま
す。

41

42

市役所及び市
民病院におけ
るセクシュア
ル・ハラスメン
ト対策の実施

「職場におけ
るセクシュア
ル・ハラスメン
トの防止に関
する基本方
針」に基づく苦
情相談処理窓
口の設置



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向6 家庭、地域活動における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

43
ジェンダー研
修プログラム
の作成

人権交通防
犯課

若者（恋人）間で起こるDVに対応す
るため、12月4日（火）に宝陵高等学
校1～3年生164名、2月12日（火）に
豊川工業高等学校3年生235名に対
し、「デートDV防止研修会」を開催
し、デートＤＶ防止の知識を深めまし
た。（２校実施）また、新規採用職員
向けに、男女共同参画に関する研
修を実施しました。

Ａ

若者（恋人）間で起こるDVに対応す
るため、高校生向け「デートDV防止
研修会」を開催します。また、市職
員向けに、男女共同参画に関する
研修を実施します。新たにLGBTを
学ぶ講座を実施予定です。

44
出前講座の開
催

人権交通防
犯課

「パートナーシップ推進出前講座」を
実施しました。（年8回実施）

A
「パートナーシップ推進出前講座」を
実施し男女共同参画意識を啓発を
行います。（年７回開催予定）

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

家庭や地域、市民活
動団体向けのジェン
ダー研修プログラム
を作成し、出前講座
として男女共同参画
の学習機会を提供し
ます。

23



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向6 家庭、地域活動における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

24

家庭における男女共
同参画を促進するた
め、「家庭の日」の普
及啓発を実施しま
す。

45
「家庭の日」の
啓発リーフレッ
トの配布

生涯学習課

県の作成したリーフレットを公共施
設に配布して、啓発を図った。また
市内小中学校の児童・生徒から募
集したポスターの中から優秀な作品
をプリオ市民交流ホールに展示し、
図書カードを贈呈しました。

C

県の作成したリーフレットを公共施
設に配布して、啓発を図ります。ま
た市内小中学校の児童・生徒が作
成した家庭の日のポスターの中か
ら優秀な作品を公共施設に展示し、
入賞者に図書カードを贈呈する予
定です。

25

家事は女性の仕事と
いう意識を改善する
ため、広報紙や情報
紙、ホームページな
どを利用して家庭で
の男女共同参画に
関する情報を提供し
ます。

46
家庭における
男女共同参画
の啓発

人権交通防
犯課

市民まつり「おいでん祭」の男女共
同参画コーナーで、一般市民を対
象に、家事に関するアンケート調査
を実施し「ゆい」（第33号)で公表しま
した。（回答者400名）

Ｃ

市民まつり「おいでん祭」の男女共
同参画コーナーで、一般市民を対
象に、ワーク・ライフ・バランスに関
するアンケート調査を実施し「ゆい」
（第35号）で公表します。

47
ボランティア体
験・養成講座
の開催

市民協働国
際課

「災害時通訳ボランティア養成講
座」（平成31年3月9日（土）、参加者
27名）をはじめ、各種講座を開催し
ました。

Ｃ
各種ボランティアを養成する講座を
実施し、学習の機会を提供します。

48
子育てサポー
ター養成講座
の開催

子育て支援
課

子育てサポーター養成講座を開催
し、男性も受講しました。（11月1日
（木）～12月5日（木）、全6講座、受
講者22名のうち、男性１名、女性２１
名）

Ａ

地域の子育て支援の場で活躍でき
る市民活動者（子育てサポーター）
を養成するための講座を開催しま
す。

26

ボランティア活動な
どに参加するための
学習の機会を提供し
ます。



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向6 家庭、地域活動における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

49
とよかわ防災
リーダーの養
成

防災対策課

①養成講座（２日通し）
(1)とよかわ防災リーダー養成講座
平成30年 6月10日（日）・消防署
　　　　　　 6月17日（日）・消防署
養成人数６８名
(2）とよかわ女性防災リーダー養成講座
平成30年11月3日（土）・消防署
　　　　　  11月17日（土）・消防署
養成人数４１名

②フォローアップ研修
・平成30年12月2日（日）・消防署
・平成31年 1月20日（日）・消防署
　受講人数９９名

C

①養成講座（２日通し）
(1)とよかわ防災リーダー養成講座
令和元年 6月９日（日）・消防署
　　　　　　 6月1６日（日）・消防署
養成人数未定
(2）とよかわ女性防災リーダー養成講座
令和元年11月9日（土）・消防署
　　　　　  11月23日（土）・消防署
養成人数未定

②フォローアップ研修
・令和元年12月１日（日）・消防署
　受講人数未定
・令和２年1月19日（日）・消防署
　受講人数未定

50

防災ボラン
ティアコーディ
ネーターの養
成

防災対策課

①フォローアップ研修（2コース）
・Aコース
　平成30年9月2日（日）
　自衛隊グラウンド及びウィズ豊川
　受講人数11人
・Bコース
 　平成31年1月13日（日）・音羽支所
　　受講人数10人

Ｃ

①養成講座
令和元年９月１日（日）・
自衛隊グラウンド及びウィズ豊川
 9月８日（日）・ウィズ豊川
 9月14日（土）・ウィズ豊川

②フォローアップ研修（2コース）
・Aコース
　令和元年７月６日（土）
　御津文化会館
　受講人数未定
・Bコース
 　令和２年1月12日（日）・ウィズ豊川
　　受講人数未定

人権交通防
犯課

とよかわ子育てネットと協働で、講
座「Nobody's Perfect 完璧な親なん
ていない」（全6回）を開催し、活動団
体の支援を行いました。（参加者延
べ69名）

Ｃ
女性団体サークル支援につながる
講座を開催します。

子育て支援
課

子育て支援センターで子育てサーク
ルの育成・支援を行いました。（16
サークル）

Ｃ
子育て支援センターで子育てサーク
ルの育成・支援を行います。

女性団体や子
育てサークル
への支援

51

地域で活躍する女性
団体や子育てサーク
ルなどが実施する事
業を支援し、団体の
育成を図ります。

28

男女双方の視点を
取り入れ、防災力の
向上を図るため、自
主防災会の牽引役
である防災リーダー
や防災ボランティア
コーディネーターを
養成します。

27



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向6 家庭、地域活動における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

52
女性団体ネッ
トワークづくり

人権交通防
犯課

男女共同参画推進事業（講座等）を
団体と企画運営し、協働事業の一
環として団体同士で事業評価をする
など、ネットワークづくりに努めまし
た。

Ｃ
男女共同参画推進事業を団体と企
画運営し、ネットワークづくりに努め
ます。

53
女性団体など
の交流会の開
催

人権交通防
犯課

人権・男女共同参画講演会におい
て、男女共同参画関係団体と人権
擁護委員に共同作業を依頼し、交
流を図りました。

Ｃ

男女共同参画関係団体との打合せ
会議や講座・講演会等のイベントに
おいて共同作業を実施し、意見交
換を行います。

54
ボランティア情
報紙の発行

市民協働国
際課

ボランティア・市民活動団体に関す
る情報誌を作成し、配布しました。

Ｃ
活動団体の情報を広く提供するた
めに、ボランティア・市民活動情報
誌を発行します。

55
ボランティア人
材バンク登録
制度の活用

生涯学習課

ボランティアの人材バンク登録と利
用の促進のため、広報に記事の掲
載を行い、ボランティアに関する情
報提供を行いました。

C

ボランティアの人材バンク登録と利
用促進のため、広報への記事の掲
載とホームページ上での情報の公
開、ボランティアに関する情報の提
供を行います。

31

地域における伝統文
化の継承、学習講座
などを通じて、子ども
や青年、高齢者な
ど、世代間交流を実
施します。

56
世代間交流事
業の実施

生涯学習課
赤坂の舞台で10月28日に伝統芸能
公演事業を実施し、伝統文化の継
承・公開をはかりました。

C
10月27日に赤坂の舞台伝統芸能公
演を実施予定です。

地域のボランティア
活動への参加の機
会を拡充するため、
ボランティア情報を
提供します。

30

地域で活躍する女性
団体やグループの
ネットワークづくりを
促進します。

29



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向7 保育及び学校教育における人権及び男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

32

児童・生徒にお互い
の個性や能力を尊
重し、協力して行動
する心の育成を図る
ため、人権の尊重と
男女共同参画につ
いての学習機会を
学校の実情に応じて
実施します。

57

人権及び男女
共同参画に関
する学習の実
施

学校教育課

学校生活全体を通して、人権の尊
重や男女共同参画について意識を
高めたり、理解を深めたりするよう
な教育活動を行いました。
中学校３年社会科では男女共同参
画について考える機会を設定しまし
た。
また、人権週間を中心に道徳、学
級活動や集会を、それぞれの学校
に応じて実施しました。

C

学校生活全体を通して、個の尊重
や協力、人権の尊重と男女共同参
画について意識と理解を深めるよう
な学校教育活動をします。
また、人権週間を中心に道徳、学
級活動や集会を、それぞれの学校
に応じて実施していきます。

33

小・中学校カリキュラ
ムにおける男女共同
参画教育を研究し、
導入します。

58
道徳・特別活
動等の実施

学校教育課

道徳・学級活動の時間を中心に、
発達段階に応じた年間計画を作成
し、計画的に男女共同参画にかか
わる授業を実施しました。

C
道徳・学級活動の時間を中心に、
発達段階に応じた年間計画を作成
し、計画に従って授業を行います。

34
男女共同参画を考
慮した学習教材を選
択します。

59
学習教材の購
入

学校教育課

社会科や家庭科では、男女共同参
画にかかわる学習事項が設定され
ており、それに基づいて学習を計画
し、男女共同参画にかかわる学習
を展開しました。

C
引き続き、社会科や家庭科を中心
に学習教材の選択に、男女共同参
画の視点を考慮していきます。

35

小・中学校へ発達に
応じた男女共同参画
に関する書籍などを
配布し、男女共同参
画意識の形成を図り
ます。

60
男女共同参画
に関する書籍
等の配布

人権交通防
犯課

小中学校向けの男女共同参画関
連図書の情報収集を行い、現場
ニーズの把握に努め、教員、保護
者、生徒向けの図書の紹介を掲載
した情報紙「ゆい」（第32号）を配付
しました。

C

小中学校向けの男女共同参画関
連図書の情報収集を行い、現場
ニーズの把握に努め、必要に応じ
て紹介します。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向7 保育及び学校教育における人権及び男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

学校教育課

1、3学期は市内全小中学校同日（5
月、1月第3土曜日）に「学校の日」
を開催、2学期も各校独自に開催し
ました。非常に多くの地域住民の参
加者がありました。また各校で運動
会、体育大会等を行い、毎年多くの
地域住民の注目を集めています。

C

教育活動を地域へ公開する「学校
の日」を年3回行い、学校教育活動
に性別を問わず地域住民が参加で
きる機会を休日等につくります。ま
た、体育的、文化的行事を休日に
開催し、地域住民の参加を呼びか
けます。

保育課

運動会では、地域の方も参加でき
る種目を実施しました。また、園に
よっては地域の老人施設との交流
を図ることができました。

C
保育園の行事の中で、保護者や地
域の方々が園児と一緒に参加でき
る機会をつくります。

学校教育課

1、3学期は市内全小中学校同日（5
月、1月第3土曜日）に「学校の日」
を開催、2学期も各校独自に開催し
ました。非常に多くの地域住民の参
加者がありました。また各校で運動
会、体育大会等を行い、毎年多くの
地域住民の注目を集めています。

C

教育活動を地域へ公開する「学校
の日」を年3回行い、学校教育活動
に性別を問わず地域住民が参加で
きる機会を休日等につくります。ま
た、体育的、文化的行事を行い、地
域住民が参加できる事業を実施し
ます。

保育課

運動会では、地域の方も参加でき
る種目を実施しました。また、園に
よっては地域の老人施設との交流
を図ることができました。

C
保育園の行事の中で、保護者や地
域の方々が園児と一緒に参加でき
る機会をつくります。

37

児童・生徒の男女共
同参画についての
関心を高めるため、
作品の募集及び募
集した作品の展示を
し、市民に対して啓
発を行います。

63

ポスター、習
字等作品の募
集及び展示事
業の実施

人権交通防
犯課

「第９回男女共同参画啓発ポス
ター・習字募集事業」（応募数ポス
ター35作品、習字370作品）を実施
し、入賞者の表彰を行うとともに、イ
ベント等において入賞作品の展示
を行いました。また、「第13回豊川
市ジェンダー標語公募事業」（応募
数1,496作品、うち小学生691作品、
中学生10作品）についても、同様に
入賞作品の表彰、展示を行い、市
民に対し啓発を行いました。

C

市内の小学校6年生を対象に「第10
回ポスター・習字募集事業」を実施
し、未来の社会を担う子どもたちの
男女共同参画意識の啓発に努めま
す。

36

保護者、地域
参加連携型事
業の実施

62

保育園や学校
行事の休日等
の開催

61

保育園や小・中学校
の事業に性別を問
わず多くの保護者や
家族、地域住民が参
加できる機会をつく
ります。



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向7 保育及び学校教育における人権及び男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

38

小・中学校の実情に
応じて男女混合名簿
を取り入れ、名簿の
扱いについては、個
人情報の漏えいに
注意します。

64
男女混合名簿
の導入

学校教育課
学校の実情に応じて、男女混合名
簿を取り入れたり、状況に応じて混
合名簿を作成しました。

C
学校の実情に応じて、男女混合名
簿を取り入れたり、状況に応じて混
合名簿を作成したりします。

39

心の問題を抱える生
徒やその保護者及
び小・中学校関係者
に対する心理教育
相談を実施します。

65
心理教育相談
事業の実施

学校教育課

本室週5日、音羽分室週4日、小坂
井分室週1.5日で相談業務を実施し
ました。中西心理士による巡回相
談（小学校・保育園）も実施しまし
た。早期諸対応の必要性から、年
中から中学3年生までが相談対象
としました。相談件数は2,163件（延
べ相談者数）と小学校、保育園巡
回また、小学校、保育園巡回100回
（巡回は１回半日）を実施しました。

C

本室週5日、音羽分室週4日、小坂
井分室週1.5日で相談業務を実施
予定です。令和元年度も、中西心
理士による巡回相談（小学校・保育
園）を実施予定です。早期諸対応
の必要性から、令和元年度も年中
から中学3年生までが相談対象とす
る予定です。小学校、保育園巡回
指導、保護者向け研修会等で週に
１日半の実施予定です。

人権交通防
犯課

「パートナーシップ推進出前講座」
（８団体実施）において、子どもとの
コミュニケーションをテーマにした講
座を組み込み、学校や保育園等も
申し込み対象とした。ＨＰやチラシ
などで周知に努め、幼稚園や保育
園の保護者会対象に講座を実施
し、男女共同参画意識の啓発に努

B

「パートナーシップ推進出前講座」
を実施し、男女共同参画意識の啓
発を行います。（保育園にて、保育
士・保護者対象に実施予定）

学校教育課

豊川市小中学校人権教育研究会
役員会並びに推進委員会を開催し
ました。（5月11日、8月1日、10月30
日）小坂井西小学校・フロイデン
ホールを会場として、参加者はのべ
70名。人権や男女共同参画に関す
る実践を紀要にまとめました。

C

「人権尊重の意識を高める教育活
動―かかわり合いの中で、認め合
い、高め合える児童生徒の育成を
目指して―」を主題として、個の尊
重、男女共同参画についての意識
と理解を盛り込んだ研修を実施しま
す。

40

教職員・保育
士向けジェン
ダー研修の実
施

66

教員、養護教諭、保
育士を対象にジェン
ダーを始め、人権や
男女共同参画に関
する研修を実施しま
す。



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向8 事業所における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

人権交通防
犯課

「ジェンダー・ギャップ」、「ワーク・ラ
イフ・バランス」、「政治分野におけ
る男女共同参画の推進に関する法
律」に関する特集を掲載した情報紙
ゆい（31～34号）を、商工会議所や
金融機関、ファミリーフレンドリー企
業へ配布しました。

B
事業所に対して、情報紙ゆいやジェ
ンダーチェックリスト等を利用した啓
発を行います。

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行うと同時
に毎月第2木曜日、13：00～16：00、
プリオ５階市民相談室にて労働相
談を実施しました。（13名の予約申
込みあり）

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用して、
啓発を行います。

42

事業所に対し、男女
共同参画への理解と
取組の必要性を周
知するため、出前講
座を開催します。

68
事業所向け出
前講座の開催

人権交通防
犯課

シルバー人材センター女性委員会
において、「パートナーシップ推進出
前講座」を開催し、男女共同参画へ
の理解を深めました。（1月23日）

Ｃ

事業所を対象とした「パートナーシッ
プ推進出前講座」を実施し、男女共
同参画への理解と取組を必要性を
周知します。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

事業所に対す
る男女共同参
画の啓発

67

事業所に対し、性差
別のない職場づくり
のための啓発を実施
します。

41



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向8 事業所における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

人権交通防
犯課

県から配布された積極的改善措置
（ポジティブ・アクション）に関するチ
ラシを窓口に設置したり、講座にお
いて配布しました。

Ｃ
チラシ、情報紙等を利用して、啓発
を行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用して、
事業所における積極的改善措置の
普及に努めます。

事業所におけ
る積極的改善
措置（ポジティ
ブ・アクション）
の普及

事業所における積極
的改善措置（ポジ
ティブ・アクション）の
取組を促進するため
の情報を提供しま
す。

43 69



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題3 社会のあらゆる分野で男女共同参画を推進します

施策の方向9 商工業、農林水産業など自営業における男女共同参画の推進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

人権交通防
犯課

商工会議所、市内４商工会、農業
協同組合に情報紙「ゆい」を配布し
ました。また、広報とよかわにＱＲ
コードを掲載し、啓発に努めまし
た。

Ｂ

商工会議所、市内４商工会、農業
協同組合のほか、個人事業主にも
情報紙「ゆい」を配布し、啓発に努
めます。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレット
の配布を行い、啓発活動を行いま
した。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用して、
自営業における男女共同参画の啓
発に努めます。

農務課
女性農業者が能力を活用できる事
業の研修について、ホームページ
にて情報提供を行いました。

Ｃ
女性の能力を活用できる事業の普
及を図り、啓発を行います。

45

農業における労働環
境の改善に向け、
「家族経営協定」の
普及啓発を行いま
す。

71
家族経営協定
の普及啓発

農務課

家族経営協定締結数 64件。農業
後継者の就農相談の際に家族経
営協定の締結についての案内を行
いました。

Ｃ

自営業者等における女性従業者の
労働条件、労働環境の改善に向
け、「家族経営協定制度」の普及を
図り啓発を行います。

46

農業部門の男女共
同参画を推進するた
め、農村生活アドバ
イザーを活用しま
す。

72
農村生活アド
バイザー制度
の活用

農務課

会員現在26名。農村女性の先導役
となる農村生活アドバイザーとし
て、農業委員、人・農地プラン検討
委員や農政企画協議会委員として
の農政参画を促進しました。

Ｃ

県が認定した農村生活アドバイ
ザーを活用し、農業振興に係る女
性の意見を積極的に取り入れま
す。

個別事業 担当課　

平成30年度実績

44

商工業、農林水産業
など自営業における
男女共同参画の普
及啓発を行います。

自営業におけ
る男女共同参
画の啓発

70

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題4 方針決定、計画立案等の場への参画を促進します

施策の方向10 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

47

地域活動や市民活
動における方針や意
思決定の場に男女
が平等に参画できる
よう、啓発を行いま
す。

73

地域活動や市
民活動に男女
が対等に参画
できる環境づ
くり

人権交通防
犯課

広報５月号に、「パートナーシップ推
進出前講座」に関する記事を掲載し
ました。地域福祉活動団体、市民活
動団体、事業所、保育園等を対象に
「パートナーシップ推進出前講座」を
開催しました。

Ｃ

広報に、地域活動や市民活動に男
女が対等なパートナーとして共に活
躍できる環境づくりを支援する「パー
トナーシップ推進出前講座」に関す
る記事を掲載し、啓発を行います。

48

団体、地域などにお
いて女性が役員、代
表者として登用され
るよう、クオータ制導
入を紹介するなど、
啓発を行います。

74
団体、地域に
おける女性役
員登用の啓発

人権交通防
犯課

シルバー人材センター女性委員会を
対象にパートナーシップ推進出前講
座を開催し、男女共同参画の啓発を
行いました。（１月２３日）

Ｃ
事業所を対象とした「パートナーシッ
プ推進出前講座」を実施し、男女共
同参画意識の啓発を行います。

人権交通防
犯課

シルバー人材センター女性委員会を
対象にパートナーシップ推進出前講
座を開催し、男女共同参画の啓発を
行いました。（１月２３日）

Ｃ
事業所を対象とした「パートナーシッ
プ推進出前講座」を実施し、男女共
同参画意識の啓発を行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いました。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用して、
事業所における女性管理職登用の
促進に努めます。

個別事業 担当課　

平成30年度実績

事業所及び団体、地域における方針決定過程への男女の対等な参画

49

事業所における役員
や管理職への女性
の登用を促進し、女
性の能力が発揮でき
る機会を支援しま
す。

75
事業所におけ
る女性管理職
登用の促進

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号



基本目標2　 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題4    方針決定、計画立案等の場への参画を促進します

施策の方向11 市審議会等の男女構成割合の不均衡の是正 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

50

政策・方針決定の場
における性別不均衡
の是正を図るととも
に、審議会等委員の
女性比率が３０％以
上となるよう、女性の
委員登用を促進しま
す。

76

「豊川市審議
会等委員への
女性登用促進
ガイドライン」
の周知

人権交通防
犯課

「市審議会等委員への女性登用促
進ガイドライン」に基づき、各部課長
へ女性登用に関する理解と協力を
依頼するとともに（2月）、年度初め
に関係各課・機関へ女性登用状況
調査を実施し、結果を公表、周知を
しました。

Ｃ

各部課長へ女性登用に関する理解
と協力を依頼するとともに、年度初
めに関係各課・会館へ女性登用状
況調査を行います。

平成30年度に市民共同推進委員会
の改選を行い、一般公募市民（女性
2名）を登用しました。（市民協働国
際課）

Ｃ 　　－

C

令和元年度に男女共同参画審議会
委員の改選を行い、一般公募市民
（2名）を登用し、女性登用にも努め
ます。また、企画政策課と合同で、
「審議会等に関する実態調査」を行
い、審議会委員の登用状況を把握
します。（人権交通防犯課）

関係各課

個別事業 担当課　

平成30年度実績

男女共同参画審議会に、一般公募
市民の委員（男性1名、女性１名）が
出席しました。また、企画政策課と
合同で、「審議会等に関する実態調
査」を行い、審議会委員の登用状況
を把握しました。（人権交通防犯課）

51

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

性別を問わず広く市
民からの意見・提言
を反映するため、審
議会など委員への市
民公募による登用を
促進します。

77

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

審議会等委員
への公募制度
の導入



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題4    方針決定、計画立案等の場への参画を促進します

施策の方向12 女性の能力発揮、スキルアップのための支援 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

52

女性が地域活動や
団体活動に積極的
に参加し、リーダー
や団体などの役員に
登用されるよう、人
材養成に向けたエン
パワーメント講座を
開催します。

78
エンパワーメ
ント講座の開
催

人権交通防
犯課

「エンパワーメント講座　女性のため
の再就職応援セミナー」（全２回：6
月28日、7月5日）を開催し、述べ26
名が受講し、女性の人材育成とス
キル（技能）の習得・向上を図りまし
た。

Ｃ
女性の人材育成などを目的とする
エンパワーメント講座を実施します。

人権交通防
犯課

国や愛知県から送付される女性の
活躍促進や企業チャレンジ支援に
関する通知、チラシ、情報紙をエン
パワーメント講座や市民まつり等の
イベントで配布しました

Ｃ

国や愛知県から送付される女性の
活躍促進や起業支援・チャレンジに
関する通知、チラシ、情報誌を、エ
ンパワーメント講座や市民まつり等
のイベントで配布するとともに、情報
収集を実施します。

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの配
布を行い、啓発活動を行うと同時に、豊
川商工会議所において創業塾（全７回：
9月26日（水）、10月3日（水）、10月18日
（木）、10月24日（水）、11月6日（火）、11
月14日（水）、12月8日（土））を開催しま
した。（受講者延べ92名、うち女性受講
者延べ56名）
かわしんビジネス交流会において、女
性起業家による創業・経営支援ディス
カッションイベントを10月13日（土）に開
催し、２３名の出席があった。

B

広報や情報紙等を利用して、啓発を
行うと同時に、創業支援ネットワー
クを新たに立ち上げ、起業しやすい
環境づくりを進めます。

人権交通防
犯課

「エンパワーメント講座　女性のため
の再就職応援セミナー」（全２回：6
月28日、7月5日）を開催し、起業に
関する内容を取り入れて周知しまし
た。

Ｃ
女性の人材育成・チャレンジ支援な
どを目的とするエンパワーメント講
座を実施します。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

国などが実施する女
性のチャレンジや起
業に関する情報提供
と啓発を実施しま
す。

53

女性のチャレ
ンジ支援の啓
発

79

女性起業家支
援資金の周知

80



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題4    方針決定、計画立案等の場への参画を促進します

施策の方向12 女性の能力発揮、スキルアップのための支援 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの配
布を行い、啓発活動を行うと同時に、豊
川商工会議所において創業塾（全７回：
9月26日（水）、10月3日（水）、10月18日
（木）、10月24日（水）、11月6日（火）、11
月14日（水）、12月8日（土））を開催しま
した。（受講者延べ92名、うち女性受講
者延べ56名）
かわしんビジネス交流会において、女
性起業家による創業・経営支援ディス
カッションイベントを10月13日（土）に開
催し、２３名の出席があった。

Ｂ

広報や情報紙等を利用して、啓発を
行うと同時に、創業支援ネットワー
クを新たに立ち上げ、起業しやすい
環境づくりを進めます。

人権交通防
犯課

国などのホームページ等から情報
収集を行い、課のホームページに
掲載しました。また、関係する講座
の内容に取り入れました。

Ｃ
国などのホームページ等から情報
収集に広報や情報紙を利用して、
啓発を行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
広報や情報紙等を利用して、啓発を
行います。

54

生涯を通じて社会と
関わりを持ちながら
活躍できるよう、結
婚・出産・子育てによ
り離職した者への学
習支援や能力開発
を支援する講座を開
催します。

82

女性の再就職
キャリアアップ
のための講座
の開催

人権交通防
犯課

「エンパワーメント講座　女性のため
の再就職応援セミナー」（全2回：6月
28日、7月8日）を開催し、ライフプラ
ンニングや、資格の取り方・活かし
方等を学びました。（受講者延べ26
名）

Ｃ

「エンパワーメント講座　女性のため
の再就職応援セミナー」（全2回）を
開催し、ライフプランニングや、再就
職に向けて、すぐに役立つ知識・ス
キル・資格を学びます。

55

地域における女性
リーダーを発掘、育
成するとともに、女性
人材リストを作成し、
その人材を活用しま
す。

83
女性人材リス
トの作成、人
材の活用

人権交通防
犯課

各課へ地域における女性リーダー
の調査依頼し、新たな人材の推薦
を行い、委員等選考事務の参考とし
ました。（10課91名登録）

Ｂ
各課へ、地域における女性リーダー
を調査依頼し、人材リストを周知し、
活用を依頼します。

81
教育訓練給付
金制度の周知

国などが実施する女
性のチャレンジや起
業に関する情報提供
と啓発を実施しま
す。

53

女性起業家支
援資金の周知

80



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題5 国際社会への対応を促進します

施策の方向13 多文化共生への理解と協調及び支援の促進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

84
親善訪問中学
生使節団交流
事業の実施

市民協働国
際課

姉妹都市・米国キュパティーノ市と
中学生使節団の相互派遣を実施し
ました。（豊川市から19名、キュパ
ティーノ市から１６名）
友好都市・中国無錫市新呉区中学
生使節団の受入を実施しました。
（無錫市から21名）

C

姉妹都市・米国キュパティーノ市と
中学生使節団の相互派遣を実施し
ます。
友好都市・中国無錫市新呉区へ中
学生使節団の派遣を実施します。

85
高校生海外派
遣事業費補助
の実施

市民協働国
際課

― ― ―

86
市民使節団交
流事業の実施

市民協働国
際課

市と国際交流協会との連携をさらに
深め、姉妹都市・米国キュパティー
ノ市と姉妹都市提携４０周年を記念
して市民使節団の相互派遣を実施
しました。

Ｂ ―

姉妹都市、友好都市
との交流と国際協力
を通して国際理解を
促進するとともに、男
女共同参画意識を
醸成します。

56

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題5 国際社会への対応を促進します

施策の方向13 多文化共生への理解と協調及び支援の促進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

87
外国語版広報
の発行

市民協働国
際課

毎月１回１，８００部、ポルトガル語
版等広報豊川を発行しました。

C
毎月１回１，８００部、ポルトガル語
版等広報豊川を発行します。

88
外国語版生活
ガイドブックの
発行

市民協働国
際課

転入する外国人市民に対し、英語・
中国語・ポルトガル語・スペイン語
の生活ガイドブックを配布しました。

C
転入する外国人市民に対し、英語・
中国語・ポルトガル語・スペイン語
の生活ガイドブックを配布します。

89
外国人相談員
の配置

市民協働国
際課

英語・ポルトガル語により、外国人
市民に対し、通訳業務を行いまし
た。

C
英語・ポルトガル語により、外国人
市民に対し、通訳業務を行います。

市民協働国
際課

ポルトガル語版のホームページを
作成し、情報の更新を行いました。
（平成２１年度〜）

C
ポルトガル語版のホームページを
作成し、情報の更新を行います。

秘書課

ホームページ内における自動翻訳
機能（英語・中国語・ポルトガル語・
スペイン語）の管理・運用を行いまし
た。

C

ホームページ内における自動翻訳
機能（英語・中国語・ポルトガル語・
スペイン語）の管理・運用を行いま
す。

91
乳幼児健康診
査などでの通
訳の配置

保健センター

こんにちは赤ちゃん訪問　16回/年
4ヶ月健診　12回/年
1歳6ヶ月健診　36回/年
2歳児歯科健診　12回/年
3歳健診　12回/年

C

こんにちは赤ちゃん訪問に同道、及
び4ヶ月児・1歳6ヶ月児・2歳児歯科・
3歳児健診に通訳を1名配置し、外
国人の支援に努めます。

57

90
外国語版ホー
ムページの開
設

外国人が地域で安
心して暮らすことが
できるよう、母国語に
よる生活情報の提
供、相談事業の充実
に努めます。



基本目標2 誰もが対等に参画することのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題5 国際社会への対応を促進します

施策の方向13 多文化共生への理解と協調及び支援の促進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

市民協働国
際課

公益財団法人豊川市国際交流協会
を通じて、市民団体の活動を支援し
ました。

C
公益財団法人豊川市国際交流協会
を通じて、市民団体の活動を支援し
ました。

人権交通防
犯課

人権男女共同参画講演会において
外国人市民をサポートする市民活
動団体の活動を紹介するパネル展
示を行いました。

C
外国人市民をサポートする市民活
動団体の活動を支援します。

市民協働国
際課

英語・ポルトガル語の翻訳業務・相
談業務等を通して情報を関係各課
に提供しました。

C
英語・ポルトガル語の翻訳業務・相
談業務等を通して情報を関係各課
に提供します。

人権交通防
犯課

「ジェンダー・ギャップ（男女平等）指
数（2018年版）について、日本と世
界各国との指数を比較分析し、情報
紙「ゆい」（第34号）に記事を掲載、
配布しました。

C
「世界男女格差報告」に関する記事
を情報紙「ゆい」に掲載します。

男女共同参画施策
の推進を図るため、
外国における情報を
収集し、提供します。

59

日本での生活に悩み
を抱える外国人をサ
ポートする市民活動
団体の設立と活動を
支援します。

58

外国における
男女共同参画
に関する情報
収集と提供

93

外国人市民を
サポートする
市民活動団体
の設立、支援

92



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題6 雇用や職場における均等な機会と待遇を確保します    

施策の方向14 雇用機会均等の促進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの配
布を行い、啓発活動を行うと同時に毎
月第2木曜日、13：00～16：00、プリオ５
階市民相談室にて労働相談を実施しま
した。（13名の予約申込みあり）

Ｃ
パンフレットやチラシを利用して、雇
用や労働に関する法律の周知を行
います。

人権交通防
犯課

「エンパワーメント講座　女性のため
の再就職応援セミナー」（全2回、6
月28日、7月5日）を開催し、雇用に
関する法律を学ぶ内容を取り入れ
ました。

C
情報紙等を配布・利用して、啓発を
行います。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

60

市民及び事業所に
対し、雇用機会均等
法及び労働基準法
など、雇用に関する
法律について周知を
図ります。

94
雇用や労働に
関する法律の
周知



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題6 雇用や職場における均等な機会と待遇を確保します    

施策の方向14 雇用機会均等の促進 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの配
布を行い、啓発活動を行うと同時に11
月26日（月）、2月25日（月）にプリオ窓
口センター市民相談室にて女性の再就
職相談事業を実施しました。（申込み延
べ人数6名）

Ｃ
パンフレットやチラシを利用して、女
性の就業機会確保の啓発を行いま
す。

人権交通防
犯課

「女性の人材活用」を講座内容に取
り入れたパートナーシップ推進出前
講座をＨＰやチラシで広く周知し、事
業所を対象に講座を開催しました。

Ｃ
講座、情報紙、広報等を活用し、女
性の就業機会の確保に関する啓発
を行います。

商工観光課

公共施設等でチラシ・パンフレットの配
布を行い、啓発活動を行うと同時に11
月26日（月）、2月25日（月）にプリオ５階
市民相談室にて女性の再就職相談事
業を実施しました。（申込み延べ人数6
名）

Ｃ
パンフレットやチラシを利用して、女
性の就業機会確保の啓発を行いま
す。

人権交通防
犯課

国や県から配布された男女の雇用
問題に関するチラシ等を窓口に設
置したり、国や県のホームページを
参考に情報を収集しました。

Ｃ

国や県のホームページを参考に、
男女の雇用問題に関する情報を収
集し、情報紙等を利用して提供しま
す。

男女の雇用問
題に関する情
報の収集・提
供

96

61

事業所に対し、男女
の均等な雇用機会
の確保を図るための
啓発を実施します。

女性の就業機
会確保の啓発

95



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題6   雇用や職場における均等な機会と待遇を確保します    

施策の方向15 労働条件・労働環境の向上 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、在
宅勤務、フレックスタイム制等の情
報提供を行います。

人権交通防
犯課

国や県のホームページを参考に情
報収集を行い、国や県から配布され
たチラシ等を窓口に設置しました。

Ｃ
国や県のホームページ等を参考に
情報収集を行い、広報や情報紙等
による啓発活動を行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、事
業所内託児施設助成金の周知を行
います。

人権交通防
犯課

人権交通防犯課のホームページ
に、厚生労働省当該ページのリンク
を貼り、併せてホームページ等を利
用して情報収集を行いました。

Ｃ
広報や情報紙等による啓発活動を
行います。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

在宅勤務、フ
レックスタイム
制等の情報提
供

97

事業主に対し、在宅
勤務やフレックスタイ
ム制など、柔軟な勤
務形態に関する情報
を提供し、事業所へ
の導入を促進しま
す。

62

事業所内保育
施設助成金の
周知

98

事業主に国が行う事
業所内保育施設の
設置に対する助成制
度を周知し、労働環
境の整備・充実を促
します。

63



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題6   雇用や職場における均等な機会と待遇を確保します    

施策の方向15 労働条件・労働環境の向上 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

64

就業や職場における
セクシュアル・ハラス
メントを始めとした
様々なハラスメント、
待遇など、労働に関
する相談を実施しま
す。

99
労働相談の実
施

商工観光課

毎月第2木曜日、13：00～16：00、プ
リオ窓口センター市民相談室にて労
働相談を実施しました。（13名の予
約申込みあり）

Ｃ
毎月労働相談を実施します。（予約
制）

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、女
性にとって働きやすい職場環境整
備の啓発を行います。

人権交通防
犯課

国や県のホームページを参考に情
報収集を行い、国や県から配布され
たチラシ等を窓口に設置しました。

Ｃ
広報や情報紙等による啓発活動を
行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、従
業員の待遇格差解消の啓発を行い
ます。

人権交通防
犯課

国が発行する「男女共同参画白書」
を利用して情報収集に努めました。

Ｃ

国が発行する「男女共同参画白書」
を利用して情報収集に努め、広報
や情報紙等による啓発活動を行い
ます。

65

女性の勤務形態や
待遇の見直しを図る
ため、事業主に対し
て男女同一待遇、同
一賃金や同一価値
労働に対する正規・
非正規労働者の格
差解消の啓発を実
施します。

101

100

従業員の待遇
格差解消の啓
発

女性にとって
働きやすい職
場環境整備の
啓発



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7     仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向16 ワーク・ライフ・バランスの推進と啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、ファ
ミリーフレンドリー企業の紹介を行
います。

人権交通防
犯課

市主催講座のチラシに市内のファミ
リー・フレンドリー企業名を掲載し、
イベント時に配布し、周知に努めま
した。

Ｃ
広報や情報紙等による啓発活動を
行います。

商工観光課
公共施設等でチラシ・パンフレットの
配布を行い、啓発活動を行いまし
た。

Ｃ
パンフレット・チラシ等を利用し、育
児・介護休業制度等の啓発を行い
ます。

人権交通防
犯課

男女共同参画週間（6月23日～6月
29日）に実施した市役所でのロビー
啓発で、育児・介護休業制度に関す
るポスターを掲示し、市民に対し啓
発しました。

Ｃ
広報や情報紙等による啓発活動を
行います。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

ファミリー・フ
レンドリー企
業の紹介

育児・介護休
業制度等の啓
発

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

66

事業所やそこに働く
人に対するワーク・ラ
イフ・バランスの啓発
のため、ファミリー・
フレンドリー企業や
育児・介護休業制度
等の情報を提供し、
取組に向けての啓発
を行います。

102

103

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7     仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向16 ワーク・ライフ・バランスの推進と啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

67

事業所における社会
活動への参加や取
組などの啓発を行い
ます。

104
企業へＣＳＲ
情報の提供

市民協働国
際課

H29に行った市内企業が行っている
ＣＳＲ情報の収集結果の分析を行
いました。

Ｃ
引き続き、市内企業のＣＳＲ情報の
収集、分析し提供の機会を設けま
す。

68

児童・生徒へワーク・
ライフ・バランスの理
解のため、家庭科な
どの授業において家
庭や地域、仕事につ
いての学習を行いま
す。

105

家庭科などの
授業で、ワー
ク・ライフ・バラ
ンスの学習の
実施

学校教育課

小中学校では、児童・生徒の発達
段階に合わせ、調理や裁縫だけで
なく子育てや介護など４領域すべて
において、男女共修で授業に取り組
みました。

Ｃ
家庭科はもちろん、社会科や学級
活動等でワーク・ライフ・バランスに
ついて考える機会を設定します。



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7      仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向17 男性の家庭、地域活動等への参画 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

子育て支援
課

「子育てサポーター養成講座」を開
催し、男性も受講しました。
（受講者22名のうち、男性1名、女性
21名）

A
「子育てサポーター養成講座」を開
催し、男性も募集対象とします。

介護高齢課 実施なし Ｄ 実施予定なし

人権交通防
犯課

「お父さんといっしょに☆簡単お菓
子づくり教室」を開催しました。（3月
17日（日））受講者は、市内の小学
生とその父親10名・母親1名・祖母1
名・12組の26名でした。男性の家事
育児への啓発に繋がりました。

Ｂ
講座や広報、情報紙等による広報
活動を行います。

107
妊産婦教室へ
の夫婦参加

保健セン
ター

妊産婦教室　38回　747人（夫婦で
の参加191組）（№176に同数掲載）

C
妊婦の健康保持・心身ともに健全な
子どもの出産と育児及び父性意識
の向上をめざして実施。

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業

平成30年度実績

106
従来、女性が担うと
いう意識が高かった
育児や介護につい
て、男性も共に支え
ていくという意識の
醸成を図ります。

69

担当課　

男性の育児と
介護への参加
啓発



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7      仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向17 男性の家庭、地域活動等への参画 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業

平成30年度実績

担当課　

生涯学習課
3地区で料理教室を開催しました。
(年5回、受講者延べ40名)

C 男性の料理教室を開催します。

介護高齢課 - - 実施予定なし

人権交通防
犯課

「お父さんといっしょに☆簡単お菓
子づくり教室」を開催しました。（3月
17日（日））受講者は、市内の小学
生とその父親10名・母親1名・祖母1
名・12組の26名でした。男性の家事
参加への啓発に繋がりました。

Ｂ
男性の家事参加をテーマにした講
座を開催します。

生涯学習課
3地区で料理教室を開催しました。
(年5回、受講者延べ40名)

C 男性の料理教室を開催します。

介護高齢課 - - 実施予定なし

人権交通防
犯課

「お父さんといっしょに☆簡単お菓
子づくり教室」を開催しました。（3月
17日（日））受講者は、市内の小学
生とその父親10名・母親1名・祖母1
名・12組の26名でした。男性の家事
育児への啓発に繋がりました。

Ｂ
男性が家事・育児に参加しやすい
環境づくりに向けての啓発を行いま
す。

110
男性のための
男女共同参画
講座の開催

人権交通防
犯課

「お父さんといっしょに☆簡単お菓
子づくり教室」を開催しました。（3月
17日（日））受講者は、市内の小学
生とその父親10名・母親1名・祖母1
名・12組の26名でした。男性の男女
共同参画意識の向上のきっかけ作
りとなりました。
また、市民活動団体と協働で、男性
限定のジェンダーにとらわれず、自
分らしく生きるための人間関係づく
りを学ぶ講座を開催しました。

Ｂ

市民活動団体と協働で、男性限定
のジェンダーにとらわれず、自分ら
しく生きるための人間関係づくりを
学ぶ講座を開催します。また、男性
が参加しやすい内容の講座を実施
します。

生涯学習課
日程、事業が男性の参加しやすい
ものになるように配慮しました。

C

子ども会やPTA活動へ、男性の参
加を促進する啓発を行います。ま
た、子ども会では夫婦交代での事
業参加を含めて、環境整備に取り
組みます。

人権交通防
犯課

地域のサロン等で、パートナーシッ
プ推進出前講座を実施し、多くの男
性が参加し、男性の地域活動への
参加促進に繋がりました。

Ｂ
講座や広報、情報紙等による広報
活動を行います。

70
男性向けに家事能
力向上のための講
座を開催します。

子ども会やＰＴＡな
ど、女性が参加する
割合の多い地域活
動に男性の参加を
促進します。

71

109

108

男性の地域活
動への参加促
進

111

家事援助講座
などの開催

男性の料理教
室の開催



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7      仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向18 子育てのための体制整備と支援 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

112
３歳未満児保
育の充実

保育課
3歳未満児童数
　平成29年度末　1,335名
　平成30年度末　1,330名

C

保護者の就労形態の多様化に伴い
需要が増えている3歳未満児保育に
ついて、受入児童の増加等保育の
充実を図ります。

113
時間外保育の
充実

保育課

【平日】
午前7時30分～午後7時30分／16園
午前7時30分～午後6時／32園
【土曜日】
午前7時30分～午後2時／48園

C
原則的な保育の時間を越えて保育
を必要とする時間外保育の充実を
図ります。

114
一時預かり事
業の実施

保育課
12園で実施し、延べ6,963名の児童
が利用しました。

C

保護者の就労形態の多様化に伴う
一時的な保育、保護者の疾病等に
よる緊急時の保育等の需要に対応
するため、一時的預かり事業を実施
します。

115
病後児保育の
実施

保育課
医療法人鳳紀会に委託し、延べ413
名の児童が利用しました。

C

病気の回復期のみならず病気中で
も、保護者の就労等により家庭で保
育できない場合に指定施設で保育
する病児・病後児保育を実施しま
す。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績

担当課　個別事業

保育園の待機児童
ゼロを目指すととも
に、市民ニーズに見
合った保育サービス
を提供します。

72



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7      仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向18 子育てのための体制整備と支援 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績

担当課　個別事業

116
休日保育の実
施

保育課
民間保育所のひかり保育園で実施
し、延べ407名の児童が利用しまし
た。

C

保護者の就労形態の多様化等によ
り、日曜日や祝日において保育の
必要性がある場合に指定保育園で
保育する休日保育を実施します。

117
民間保育園へ
の支援

保育課
平成30年度末
23園、2,470名の児童の保育に対す
る支援を実施しました。

C

保育の必要性がある児童に係る保
育の利用を民間保育所に委託し、
児童の健全な育成に努めるととも
に、保育所職員の処遇改善と保育
所運営に対し助成を行い経営の健
全化に努めます。

118
保育所情報の
提供

保育課
保育園の情報を窓口、市のホーム
ページなどで提供しました。

C
保育園や認可外保育施設等の情報
を様々な媒体により提供します。

119
子育て支援セ
ンター事業の
実施

子育て支援
課

子育てに関する相談指導　406件
子育てサークル支援　16サークル
子育て支援関係機関連絡調整会議
年12回

Ｂ
子育てに関する相談指導、子育て
サークルの支援、育児に関する情
報の提供をします。

120

ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業の実
施

子育て支援
課

育児の援助を受けたい人と育児の
援助が可能な人を結びつけ、子育
て支援の円滑化を図りました。
活動件数　1,584件

Ｂ
育児の援助を受けたい人と育児の
援助が可能な人を結びつけ、子育
て支援の円滑化を図ります。

121
養育支援事業
の実施

子育て支援
課

養育支援が特に必要と思われる家
庭を訪問し、育児指導・助言を行い
ました。また、訪問件数　延べ792件

Ｃ
養育支援が特に必要と思われる家
庭を訪問し、育児指導・助言を行い
ます。

子育てに関する相談
体制の整備や保護
者の交流、子育て自
主グループの活動支
援など、各種子育て
支援サービスを実施
します。

保育園の待機児童
ゼロを目指すととも
に、市民ニーズに見
合った保育サービス
を提供します。

72

73



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7      仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向18 子育てのための体制整備と支援 　D：事業の維持に至らなかった
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令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画
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個
別
事
業
番
号

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績

担当課　個別事業

122
児童館事業の
実施

子育て支援
課

12館（さわき児童館を含む）で実施
しました。（来館者総数　229,195人）

Ｃ
12館（さわき児童館を含む）で実施
します。

123

児童クラブ（放
課後児童健全
育成事業）の
充実

子育て支援
課

中部第３・国府第３・御油第２・代田
第３児童クラブを新設し、全小学校
校区41か所で実施しました。

Ａ

東部第２・一宮東部第２・豊川第２児
童クラブ・すきっぷクラブ第２・小坂
井キッズクラブ第２（仮称）を新設
し、小学校校区46か所で実施しま
す。

124
家庭児童相談
室の設置

子育て支援
課

家庭児童相談室を設置しました。
（週4日、相談件数105件）

Ｃ

家庭児童相談室を設置し、子どもの
問題で悩んでいる親に対し適切な
助言を行い子育て不安の解消に努
めます。

125
子育て相談事
業の実施

子育て支援
課

子育て支援センター、保育園で育児
相談を実施しました。
（相談件数　3,705件）

C
子育て支援センター、保育園で育児
相談を実施します。

126
少年愛護セン
ター事業の実
施

生涯学習課

少年愛護センターにおいて、青少年一
人ひとりの状況に応じた電話相談及び
面接相談を行いました。また、不登校や
ニート・ひきこもりなどの悩みや課題を
抱える子ども・若者の育成支援のため、
義務教育後の切れ目の無い対応に重
点を置き、少年愛護センターでも心理相
談員による面接相談を行うなど、助言・
指導・関係機関への連絡を行いました。
(相談件数206件)

C

少年愛護ｾﾝﾀｰにおいて、青少年一
人ひとりの状況に応じた電話相談
及び面接相談を行います。また、不
登校やニート・ひきこもりなどの悩み
や課題を抱える子ども・若者の育成
支援のため、義務教育後の切れ目
の無い対応に重点を置き、少年愛
護センターでも心理相談員による面
接相談を行うなど、助言・指導・関係
機関への連絡を行います。

74

75

子どもの居場所づく
りに向けて、児童健
全育成活動を推進し
ます。

子どもの問題で悩ん
でいる親や悩みを抱
えている青少年に対
し、適切な助言や支
援を提供します。
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施策の方向18 子育てのための体制整備と支援 　D：事業の維持に至らなかった
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平成30年度実績

担当課　個別事業

76

保護者の経済的負
担を軽減するため、
医療費助成制度を
充実します。

127
子ども医療費
助成制度の実
施

保険年金課
年間受給者数　25,362人
助成額　808,157千円

C
入院・通院とも中学校３年生までの
子どもを対象に、保険診療にかかる
自己負担額を助成します。

「赤ちゃんの
駅」を設置す
る公共施設・
民間施設の情
報提供

子育て支援
課

乳幼児連れの保護者が外出中に気
軽におむつ替え、授乳等ができる施
設を「赤ちゃんの駅」として広く公表
して、安心して外出できる環境を整
備しました。（登録施設数152箇所）

Ｂ

乳幼児連れの保護者が外出中に気
軽におむつ替え、授乳等ができる施
設を「赤ちゃんの駅」として広く公表
して、安心して外出できる環境を整
備します。

「移動式赤
ちゃんの駅」
の貸出

子育て支援
課

市内で開催されるイベントに、テント
や折りたたみ式おむつ替え台等を
「移動式赤ちゃんの駅」として希望
する団体へ貸し出し、地域全体で子
育てにやさしいまちづくりを推進しま
した。（貸し出し件数　18件）

C

市内で開催されるイベントに、テント
や折りたたみ式おむつ替え台等を
「移動式赤ちゃんの駅」として希望
する団体へ貸し出し、地域全体で子
育てにやさしいまちづくりを推進しま
す。

市民相談室で各種相談事業を行
い、相談内容に応じて、関係機関の
案内を行いました。また、若者自立
支援相談が年間46件ありました。
（人権交通防犯課）

Ｃ

各種相談業務を行い、子どもの問
題で悩んでいる親や青少年の相談
については、適切な助言や支援を
提供できるよう、家庭児童相談室や
少年愛護センター等関係機関との
連携を推進します。（人権交通防犯
課）

生活困窮世帯等の中学生などを対
象とした、無料の学習支援事業を実
施しました。（福祉課）

Ｃ
生活困窮世帯等の中学生などを対
象とした、無料の学習支援事業を実
施します。（福祉課）

128

子ども若者育
成支援推進法
に基づく啓発

と支援

関係各課78 129

子どもや若者を健や
かに育成するための
啓発や支援を実施し

ます。

77

乳幼児連れの保護
者が安心して外出で
きる環境を整備し、
地域全体で子育てに
やさしいまちづくりを
推進します。



基本目標3 個性と能力を発揮して働くことのできるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題7 仕事と生活の調和がとれた体制・環境をつくります  

施策の方向19 介護のための体制整備と支援 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

79

高齢者の心身の健
康を維持するために
保健・医療・福祉・介
護の連携や要介護
者を抱えた家族支援
のために総合的な
相談窓口を整備しま
す。

130
高齢者相談セ
ンター事業の
実施

介護高齢課

総合相談支援：延べ27,990件、権
利擁護：延べ253件、包括的・継続
的ケアマネジメント：延べ567件、介
護予防ケアマネジメント：延べ
14,726件

Ｃ

総合相談支援、権利擁護、包括的・
継続的ケアマネジメント、介護予防
ケアマネジメント等を引き続き実施
します。

131
家族介護者教
室の開催

介護高齢課 開催回数2回、参加者延34名 Ｃ

介護者が戸惑うトイレ介助、これに
関連する動作としての体位変換、
移乗についての内容で教室を開催
します。

132
介護者交流会
の開催

介護高齢課 開催数12回、参加者延38名 Ｃ

毎月１回、介護の日（１１日）前後で
開催します。同じ立場の人が集ま
り、気持ちの共有を図ることが在宅
介護を乗り切るコツである事を周知
していきます。

133
介護保険制度
の周知

介護高齢課

保険者である東三河広域連合と連
携をとりながら、ホームページ、窓
口での説明資料の充実など、随
時、見やすく分かりやすい情報周
知に努めました。

Ｃ

保険者である東三河広域連合と連
携をとりながら、ホームページ、窓
口での説明資料の充実など、随
時、見やすく分かりやすい情報周
知に努めます。

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

誰もが介護に携わる
ことができる体制づ
くりと介護に携わる
者の健康管理や支
え合いのための環
境を整備します。

80

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8     健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向20 健康づくりのための啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

134
健康教室の開
催

保健センター
健康教育（362回、参加者延11,043
名）

C
ライフステージに沿った健康づくりの
知識等の普及啓発を行います。

135
健康相談の実
施

保健センター

育児相談（277回　相談者延　3,474
人）保健師による健康相談、食べ方
と栄養相談、健診結果説明会等（97
回　参加者延337人）

C

自分自身で健康管理を行うことがで
きることを目的に育児相談・健康相
談・食べ方と栄養相談、健診受診者
を対象にした結果相談会等にて
個々に合わせた助言等を行いま
す。

136

こころの健康
相談（面接相
談・電話相談）
の実施

保健センター
こころの健康相談（面接相談延件数
16件、電話相談延べ件数1,347件）

C

心の悩みを持つ人及びその家族が
自分の問題を明らかにし、悩みを整
理し、今後の見通しを立てることを
目的に、電話や面接で相談を実施
します。

福祉課
障害者手帳の新規交付者に、相談
時のツールの掲載された愛知県福
祉ガイドブックを配布しました。

C
障害者手帳の新規交付者に、相談
時のツールの掲載された愛知県福
祉ガイドブックを配布します。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

乳幼児期、学童期、
思春期、青年期、壮
年期、老年期など、
ライフステージに沿っ
た健康管理の推進
や生活改善に向けた
取組、メンタルヘル
ス、自殺者対策な
ど、心身の健康づくり
に取り組みます。

81

自殺防止対策
の実施

137



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8     健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向20 健康づくりのための啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

福祉課 － －

自殺予防リーフレットを10,000部作
成し、公共施設や医療機関等に設
置・配布することで、自殺予防に関
する啓発と知識の普及を図ります。

保健センター
こころの講演会　（年1回、受講者
136名）

C

自殺対策の一環として①自己肯定
感を高めこころの健康づくりの推進
②周囲からの気付きと見守りを促進
することを目的に、市民・支援者を
対象に講演会を実施します。

138
地域生涯学習
事業の実施

生涯学習課
地域において、健康の維持増進を
図るための各種講座を実施しまし
た。(101講座、延べ受講者3,309名)

C
地域における生涯学習活動を支援
します。

139
ニュースポー
ツ出前教室の
開催

スポーツ課

各小学校区のスポーツ推進委員を
中心に16種目のニュースポーツで
26大会、40教室（年127回）を実施し
ました。（参加者延べ4,263名）

C

スポーツ人口拡大を目的に、スポー
ツ推進委員が小学校区を単位とし
て地域住民にニュースポーツの普
及を図ります。また、スポーツ教室
及び交流大会を通じ、校区住民相
互の親睦を深めます。

140
スポーツボラ
ンティア指導
者の派遣

 スポーツ課
H30.3.31に事業廃止
Ｈ３０年度調査時に報告済

乳幼児期、学童期、
思春期、青年期、壮
年期、老年期など、
ライフステージに沿っ
た健康管理の推進
や生活改善に向けた
取組、メンタルヘル
ス、自殺者対策な
ど、心身の健康づくり
に取り組みます。

81

自殺防止対策
の実施

137

誰もが気軽にスポー
ツ活動に参加できる
よう、ニュースポーツ
の普及を図り、体力
づくりや健康づくりを
支援します。

82



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8     健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向20 健康づくりのための啓発 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

141
喫煙が及ぼす
健康被害の啓
発

保健センター

母子手帳交付者1,428人へ禁煙啓
発のチラシを配布しました。おいで
ん祭でチラシを配布し、その他健康
相談、健康教育のなかで適宜啓発
を実施しました。

C
母子健康手帳交付時、学校保健集
会、禁煙週間やイベント等を利用
し、タバコの害の啓発を行います。

142
生活環境にお
ける分煙化の
促進

保健センター

禁煙週間の啓発と公共施設の禁煙
を推進する目的でホームページ等
で分煙施設等の啓発を実施しまし
た。

C
禁煙週間の啓発と公共施設の禁煙
を推進する目的で、ホームページ等
で分煙施設等の啓発を実施します。

143
喫煙防止教育
の実施

学校教育課

市内36小中学校において敷地内禁
煙を行っています。また、保健の学
習や集会等で喫煙の健康への影響
を学ぶ喫煙防止教育を行いました。

C

全小中学校において敷地内禁煙を
継続します。また、保健の学習や集
会等で喫煙の健康への影響を学ぶ
喫煙防止教育を行います。

保健センター
母子手帳交付者1,428人。その他健
康相談、健康教育のなかで適時実
施しました。

C

母子健康手帳の発行時に飲酒をし
ている人を対象にアルコールの害に
ついて啓発します。また、生活習慣
病予防に関連し、アルコールの適量
についての啓発を行なっていきま
す。

学校教育課

保健の学習において、アルコールの
急激な摂取や過度の摂取の害につ
いて学ぶ機会を設定しています。長
期休業前の事前指導等でアルコー
ルにかかわる問題等の啓発も行っ
ています。

C

保健体育科や集会などでアルコー
ルの急激な摂取や過度の摂取の害
について知り、正しい知識を得るた
めの学習を行います。

85

児童・生徒へ薬物乱
用の害から身を守る
ための学習を実施し
ます。

145
薬物乱用防止
教育の実施

学校教育課

保健体育科の学習、保健の集会、
学校保健委員会等を利用し、薬物
乱用防止教育を行いました。外部団
体の講師を迎えての学習会では、
具体的な事例をもとに薬物の恐ろし
さを知り、より学びの効果を高める
ことができました。

C
保健体育科の学習、保健の集会、
学校保健委員会等を利用し、薬物
乱用防止教育を行います。

喫煙が健康に及ぼ
す影響について理解
を深め、分煙などの
環境整備の推進に
取り組みます。

83

アルコールに
関する啓発と
学習の実施

144

アルコールの急激・
過度の摂取が健康を
害し、家庭や社会生
活に影響を及ぼす場
合があるなど、飲酒
に対する正しい知識
を得るため、学習す
る機会を充実しま
す。

84



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8 健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向21 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

86
生活困窮者相談の
周知・充実を図りま
す。

146

相談支援員と
就労支援員に
よる相談の実
施

福祉課
相談支援員と就労相談員を任用
し、生活困窮者の相談に対応でき
る体制を整備しました。

Ｃ
包括的な相談支援を行うとともに、
関係機関との連携を図り、支援の
充実を図ります。

87

生涯を通じて社会と
関わりを持ちながら
活躍できるよう、高
齢者への能力開発
支援を促進します。

147

シルバー人材
センター会員
の技能研修の
開催

介護高齢課

草刈安全講習実施
（10月2日：35名参加）
ふすま・障子張替え講習実施
（11月20日：4名参加）
剪定講習（3月12日・13日：13名参
加）
会員全体研修実施（10月14日、11
月1日：参加者：564名）

Ｃ
会員に対してセンターの請け負った
業務に活かせる技能についての講
習会を引き続き開催します。

148
障害者医療費
助成制度の実
施

保険年金課
年間受給者数　1,971人
助成額　329,473千円

C
身体障害者手帳1～3級の方等を
対象に、保険診療にかかる自己負
担額を助成します。

149
精神障害者医
療費助成制度
の実施

保険年金課
年間受給者数　2,031人
助成額　151,068千円

C

精神障害者保健福祉手帳1・2級の
方を対象に、保険診療にかかる自
己負担額を助成します。また、自立
支援医療受給者証（精神通院）をお
持ちの方を対象に、精神通院医療
の保険診療にかかる残りの自己負
担額（1割）を助成します。

150
後期高齢者福
祉医療費助成
制度の実施

保険年金課
年間受給者数　2,946人
助成額　319,961千円

C

後期高齢者医療被保険者のうち一
定以上の障害をお持ちの方等を対
象に、保険診療にかかる自己負担
額を助成します。

151
福祉給付金支
給制度の実施

保険年金課
年間受給者数　382人
助成額　9,206千円

C

後期高齢者医療被保険者のうちひ
とり暮らしで市民税が非課税の方を
対象に、保険診療にかかる自己負
担額の1/2を助成します。

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

88

高齢者や障害者な
どの経済的負担を
軽減するため、医療
費助成制度を充実し
ます。

貧困、高齢、障害などにより困難を抱える人々の社会参画と生活支援

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8 健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向21 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

貧困、高齢、障害などにより困難を抱える人々の社会参画と生活支援

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

152
遺児の育成を
図る手当の実
施

子育て支援
課

遺児を監護又は養育する方に遺児
の福祉のための支給をしました。
（支給者1,273人）

Ｃ
遺児を監護又は養育する方に遺児
の福祉のための支給をします。

153
母子・父子自
立支援員によ
る相談の実施

子育て支援
課

ひとり親家庭の家庭生活の悩みに
関する相談に応じるとともに、自立
に必要な情報提供及び指導並びに
職業能力の向上、活動の支援を行
いました。（相談件数567件）

Ｃ

ひとり親家庭の家庭生活の悩みに
関する相談に応じるとともに、自立
に必要な情報提供及び指導並びに
職業能力の向上、活動の支援を行
います。

154
母子・父子家
庭医療費助成
制度の実施

保険年金課
年間受給者数　3,170人
助成額　118,987千円

C

18歳以下の児童を養育している母
（父）子家庭の母（父）と該当児童等
を対象に、保険診療にかかる自己
負担額を助成します。

89

ひとり親家庭などの
経済的負担を軽減
するため、手当や助
成、相談事業を実施
します。



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8 健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向21 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

貧困、高齢、障害などにより困難を抱える人々の社会参画と生活支援

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

155
障害者就労支
援事業の実施

福祉課

就業支援相談の実施。（相談件数
362件）
企業開拓の実施。（訪問件数120
件）

Ｃ

障害者の就労に関する相談支援事
業を引き続き行うとともに、障害者
支援施設から一般就労への移行を
引き続き促進します。

156

居宅介護、生
活介護、共同
生活援助等障
害福祉サービ
ス事業の実施

福祉課

居宅介護、生活介護、共同生活援
助等障害福祉サービス事業を実施
しました。（利用者延べ人数約
20000名）

Ｃ
居宅介護、生活介護、共同生活援
助等障害福祉サービス事業を引き
続き実施します。

157

地域活動支援
センター等地
域生活支援事
業の実施

福祉課
地域活動支援センター等地域生活
支援事業を実施しました。（利用者
延べ人数約5000名）

Ｃ
地域活動支援センター等地域生活
支援事業を引き続き実施します。

158
相談支援専門
員の充実

福祉課
相談支援事業を委託し、障害者の
相談に対応できる体制を整備しまし
た。（相談件数3930件）

Ｃ
相談支援事業を委託し、障害者の
相談に対応できる体制を引き続き
整備します。

159
ピアカウンセ
ラーの設置

福祉課
ピアカウンセラー（肢体不自由）を
設置しています。

Ｃ 引き続き、継続して設置します。

160
手話通訳者の
設置

福祉課 手話通訳者を設置しています。 Ｃ
手話通訳者を１名増員し、通訳者
不在の時間がないよう、充実を図り
ます。

91

地域において障害
者が自立した生活が
送れるよう、相談支
援体制を充実しま
す。

90

障害者の地域生活
を支え、働く場づくり
を促進するなど、福
祉サービスを充実す
るための事業を実施
します。



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8 健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向21 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

貧困、高齢、障害などにより困難を抱える人々の社会参画と生活支援

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

161

「安心のてび
き」、「介護保
険利用の手引
き」の作成

介護高齢課

「安心のてびき」を作成し、窓口や
各高齢者相談センター等に説明用
及び配布用として設置しました。
また、東三河広域連合が作成した
「平成30年度介護保険パンフレッ
ト」を窓口や各高齢者相談センター
等に説明用及び配布用として設置
しました。

Ｃ

「安心のてびき」を作成し、窓口や
各高齢者相談センター等に説明用
及び配布用として設置します。
また、東三河広域連合が作成した
「みんないきいき介護保険」を窓口
や各高齢者相談センター等に説明
用及び配布用として設置します。

162
介護予防事業
の実施

介護高齢課

ちから塾141回（実人員 299人、延
べ2603人、運動機能向上教室192
回（実人員 286人、延べ2941人、脳
ちから塾21回（実人員19人、延べ
354人）、家庭訪問（実人員4人、延
べ14人。)

Ｃ

活動性や生活機能が低下して要介
護状態となるおそれのある高齢者
を早期に発見・把握して早期に対
処・介護予防プログラムを提供する
ことにより、要介護状態の発生をで
きる限り防ごうとする事業を実施し
ます。

163

高齢者相談セ
ンターによる
介護予防マネ
ジメント、地域
支援事業の実
施

介護高齢課

総合相談支援：延べ27,990件、権
利擁護：延べ253件、包括的・継続
的ケアマネジメント：延べ567件、介
護予防ケアマネジメント：延べ
14,726件

Ｃ

総合相談支援、権利擁護、包括的・
継続的ケアマネジメント、介護予防
ケアマネジメント等を引き続き実施
します。

164
元気応援隊活
動の実施

介護高齢課

たまり場（60回、延べ640人）、体力
テスト（4回、延べ74人）、8,020めざ
そう会（2回、延べ67人）、65才これ
から講座（18回、延べ179人）、いつ
までもいきいき講座（64回、延べ
1985人）、回想法（8回、延べ110
人）、集まる会（10回、延べ241人）

Ｃ

活動的な高齢者に対して生活機能
の維持又は向上に向けた取り組
み、健康教育や相談等を通じて介
護予防に資する普及・啓発や活動
の育成・支援を行います。

165
認知症サポー
ター養成講座
の実施

介護高齢課
養成講座開催回数39回、サポー
ター養成数1,216人、累計12,871人

Ｃ

認知症になっても安心して暮らせる
まちづくりを目指し、「認知症サポー
ター」（認知症を正しく理解し、地域
で暮らす認知症高齢者やその家族
を暖かく見守る応援者）を養成する
講座を引き続き開催します。

92

高齢者の生活意欲
の向上と体力の維
持、健康寿命の延伸
に対する意識啓発を
実施し、地域生活に
おいて生きがいを
持って安心して生活
できるよう、福祉
サービスの推進、介
護保険制度の円滑
な実施に取り組みま
す。



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題8 健康で安心して暮らせる生活環境をつくります

施策の方向21 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

貧困、高齢、障害などにより困難を抱える人々の社会参画と生活支援

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

166
老人クラブ活
動への支援

介護高齢課
各単位老人クラブが実施した事業
数に応じて補助金を交付しました。

Ｃ

老人クラブ及び老人クラブ連合会
が老人の福祉向上のために行なう
各種事業に必要な経費に対して、
引き続き補助金を交付します。

167
シルバー人材
センターへの
支援

介護高齢課
高齢者の能力を活用するために行
う事業費に対して補助金を交付しま
した。

Ｃ
高齢者の能力を活用するために行
う事業費に対して、引き続き補助金
を交付します。

168
出前講座への
講師派遣

介護高齢課

【地域包括ケア】出前講座（44回、
受講延べ1,242人）
【介護予防】出前講座（29回、受講
者延べ767人）

Ｃ

老人クラブ始め、各種団体やグ
ループの依頼に対して介護予防等
の普及・啓発を行うため、職員の派
遣をします。

169
地域生涯学習
講座の開催

生涯学習課

健康体操教室をはじめ、高齢者を
対象としたヨガ教室、昔懐かしい歌
を歌う教室、認知症予防教室を実
施しました。(92講座、延べ受講者
3,976名）

C
地域における生涯学習活動を支援
します。

93

地域高齢者の親善
と交流、健康と福祉
の増進のための事
業を開催し、高齢者
の地域社会への参
加を促します。

170

小坂井文化セ
ンターにおけ
る高齢者親善
交流事業の実
施

人権交通防
犯課

高齢者パターゴルフ親善交流試合
を開催し、地域高齢者24名が参加
し、親睦を深めました。（5/17開催）

Ｃ

地域高齢者を対象に交流事業を開
催し、親睦を深めるとともに、地域
のコミュニティ活動の活性化を図り
ます。

92

高齢者の生活意欲
の向上と体力の維
持、健康寿命の延伸
に対する意識啓発を
実施し、地域生活に
おいて生きがいを
持って安心して生活
できるよう、福祉
サービスの推進、介
護保険制度の円滑
な実施に取り組みま
す。



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題9 性の多様性に関する理解を深めます

施策の方向22 リプロダクティブ・ヘルツ／ライツの理解と尊重 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

94

男女とも性と生殖に
関する健康について
理解を深め、産む性
としての女性の自己
決定権を尊重する意
識の普及啓発を実
施します。

171
リプロダクティ
ブ・ヘルス／ラ
イツの啓発

人権交通防
犯課

市ホームページや、男女共同参画
週間に実施したロビーでの啓発に
て、用語解説を掲載し、展示しまし
た。また、「リプロダクティブ・ヘルス
/ライツ」の定義が記載されている、
豊川市男女共同参画条例のパンフ
レットを講座・イベントなどで配布し
ました。

Ｃ
パンフレットや情報紙等を活用し、
「リプロダクティブ・ヘルス/ライツ」の
用語の周知と啓発に努めます。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題9  性の多様性に関する理解を深めます

施策の方向23 母性保護と母子保健の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

172
妊産婦健康診
査の実施

保健センター
妊産婦健康診査　19,522 人
子宮頸がん検診　1,445人

C

妊産婦に対して健康の保持増進・
異常の早期発見・早期治療を図るこ
とを目的に妊産婦健康診査15回と
子宮頸がん検診を公費負担で実
施。

173
乳幼児健康診
査の実施

保健センター

医療機関健診1回目1,475人、2回目
1,220人
4ヶ月健診対象1,570人受診数1,544人
1.6ヶ月健診対象1,540人受診数1,532人
2歳児歯科対象1,593人受診数1,407人
3歳児健診対象1,710人受診数1,703人

C

各月齢期の子どもの異常の早期発
見・早期治療を図る、安心して子育
てできるよう正しい知識の啓発、子
育て支援に配慮して実施。

174
こんにちは赤
ちゃん訪問事
業の実施

保健センター 訪問対象　1,359人　訪問　1,357人 C

生後4か月までに乳児がいるすべて
の家庭に訪問し、子育て支援に関
する情報提供や養育環境の把握を
し、適切なサービスにつなげます。

175
母子健康手帳
交付時指導の
実施

保健センター 交付数　1,428冊 C

妊婦と配偶者の自覚と情緒の安定
を図るように個別交付し、状況にあ
わせて妊娠期からの支援を実施し
ます。

95

妊娠から産後につい
て母子ともに安心し
た生活が送れるよう
に分娩、育児などに
ついての正しい知識
の普及啓発と健康維
持に関する指導を実
施します。

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題9  性の多様性に関する理解を深めます

施策の方向23 母性保護と母子保健の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績 今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

176
妊産婦教室の
開催

保健センター
妊産婦教室　38回　747人
（№107に同数掲載）

C
妊婦の健康保持・心身ともに健全な
子どもの出産と育児及び父性意識
の向上をめざして実施します。

177
子育て教室の
開催

保健センター
子育て教室　　156回　7,780人
離乳食講習会　24回　　684人

C

月齢にあわせ、愛着形成や他の親
子との交流を通し、子育て能力の向
上につながるようなミニ講話や情報
交換を実施します。

178
育児相談の実
施

保健センター
定例育児相談　　83回　　833人
経過観察相談　194回　2,641人

C
育児や子どもの成長について相談
することで、育児に意欲や自信が持
てるように支援します。

97
女性の性感染症の
予防のため、健康支
援を実施します。

179

子宮頸がんに
対する予防啓
発と支援の実
施

保健センター 子宮頸がん検診　3,041人 C
国の補助制度を活用し、子宮頸が
ん検診を実施します。

96

妊婦の健康保持と健
全な出産や育児がで
きるよう、教育を行う
とともに、妊産婦同
士や先輩パパママと
の交流による父性、
母性意識の向上と
ネットワークづくりや
子育てをする仲間づ
くりを促進します。



基本目標4 生涯にわたり健康で安心して暮らせるまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題9 性の多様性に関する理解を深めます

施策の方向24 性の多様性を理解し、尊重するための教育と取組 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

学校教育課

豊川市の養護教諭部会で作成した
「命の学習プログラム」をもとに、各
小中学校で発達段階に応じた性教
育を行いました。また、保健体育に
おいても性教育の充実に努めまし
た。

Ｃ

豊川市の養護教諭部会で作成した
「命の学習プログラム」をもとに、発
達段階に応じた性教育を行います。
また「命のプログラム」の見直しも進
めます。

保健センター
実施回数1回
参加者　児童　75人　保護者　75人

C

小学４～６年生の男子児童とその保
護者、中学１年から３年生の男子保
護者、小学４、５年生の女子児童と
その保護者を対象に、これから迎え
る心や身体の変化と付き合い方
や、命のつながりを「親子で学ぶ思
春期教室」として実施します。

181
エイズに関す
る教育の実施

学校教育課

小学6年生、中学3年生を対象とし
て、発達段階に応じたエイズに関す
る学習を行い、エイズに関する間
違った考え方をしないよう、正しい
知識を学びました。

Ｃ
各学校の状況や発達段階に応じ
て、エイズに関する教育を行いま
す。

182
乳児とのふれ
あい体験事業
の実施

保健センター
小中学校　24校　26回
児童生徒　2,275人
乳幼児親子　371組

C
小・中学校を会場に、校区を限定し
た赤ちゃんと小･中学生のふれあい
体験を実施します。

183
性の多様性に
関する相談事
業の実施

人権交通防
犯課

女性悩みごと相談事業において、
性の多様性に関する相談に対応し
ました。

Ｃ
女性悩みごと相談事業において、
性の多様性に関する相談を受け付
けます。

98

児童・生徒の実態と
個人差、性の多様
性、人権に配慮した
性教育等の充実に
努めます。

180 性教育の実施

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

平成30年度実績

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向25 行政の役割と率先行動、相談事業の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

184

市役所内にお
ける豊川市男
女共同参画推
進条例の周知

人権交通防
犯課

新規採用職員に、男女共同参画に
関する研修を実施しました。また、
男女共同参画週間（6月23日から6
月29日）では、市役所ロビーに「豊
川市男女共同参画推進条例」に関
するパネルを展示し、周知に努めま
した。

C

市職員の向けに、男女共同参画に
関する研修を開催し、市役所内にお
ける豊川市豊川市男女共同参画条
例の周知に努めます。

185

行政計画策定
における男女
共同参画視点
の導入啓発

人権交通防
犯課

「審議会等委員への女性登用の促
進」について、各課に対して行った
調査に併せて啓発を実施いたしまし
た。

C

啓発文や情報紙等を利用し、行政
計画策定における男女共同参画視
点の導入について啓発を実施しま
す。

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

99

豊川市男女共同参
画推進条例に基づ
き、総合的、体系的
な施策の展開を図り
ます。

番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向25 行政の役割と率先行動、相談事業の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

高齢者に関する様々な困りごとの
相談窓口として、高齢者相談セン
ターを設置しています。電話や窓口
での相談だけでなく個別訪問を行
い、相談機能の充実に努めました。
（介護高齢課）

C
引き続き、個別訪問による相談を行
う等、相談機能の充実に努めます。
（介護高齢課）

相談支援員と就労相談員を任用
し、生活困窮者の相談に対応できる
体制を整備しました。（福祉課）

C
包括的な相談支援を行うとともに、
関係機関との連携を図り、支援の
充実を図ります。（福祉課）

外国人市民に対し、英語、ポルトガ
ル語による各種行政相談を実施し
ました。　（市民協働国際課）

C

外国人市民に対し、英語、ポルトガル
語による各種行政相談に加えて、英語
と中国語の翻訳者を雇用します。その
ほか、タブレットによる電話通訳（１１言
語対応）を導入します。　（市民協働国
際課）

広報やＨＰに毎月の各種相談日の
開設情報を掲載し、市民に周知しま
した。（人権交通防犯課）

C
各種相談事業の機能や体制の充実
を図ります。（人権交通防犯課）

186
各種相談機能
の充実と啓発

関係各課

各種相談事業にお
ける市民の利便性向
上のため、機能や体
制の充実と相談担当
職員の資質の向上
を図ります。

100



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向25 行政の役割と率先行動、相談事業の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

生活困窮者相談窓口リーフレットを
関係機関や民生委員・児童委員に
配布して、周知を行いました。（福祉
課）

C

生活困窮者相談窓口リーフレットを
関係機関や民生委員・児童委員に
配布して、周知を行います。（福祉
課）

高齢者相談センターのリーフレット
や市ホームページでの紹介により、
高齢者の相談窓口の情報提供に努
めました。（介護高齢課）

C
引き続き、リーフレットや市ホーム
ページで、高齢者の相談窓口の情
報提供に努めます。（介護高齢課）

年金事務所、県民生活プラザ、女
性相談センター、弁護士会（有料）
等、相談内容に応じて関係機関を
案内しました。（人権交通防犯課）

C
相談内容に応じて関係機関との連
携を図ります。（人権交通防犯課）

生活困窮者相談支援業務に関連す
る各種研修に参加して、相談支援
スキルの向上を図りました。（福祉
課）

C

生活困窮者相談支援業務に関連す
る各種研修に参加して、相談支援
スキルの向上を図ります。（福祉
課）

高齢者相談センター職員が各種研
修（年４６回、参加職員８９名）に参
加しました。（介護高齢課）

C

引き続き、研修には積極的に参加
し、各センターから最低1名の参加
で均等な能力向上に努めます。（介
護高齢課）

市町村女性問題相談員研修、部落
解放をめざす愛知研修会、県民相
談研修会等に参加しました。（人権
交通防犯課）

B
部落解放をめざす愛知県研修会、
県民相談研修会、あいち人権講座
等に参加します。

189

男女共同参画
に関する苦情
や相談への対
応

人権交通防
犯課

市民相談室、人権交通防犯課窓口
において男女共同参画に関する苦
情に対応する体制としました。ま
た、プリオ５階市民相談室におい
て、「女性悩みごと相談」を年23回
実施し、53件の相談を受け付けまし
た。

C

人権交通防犯課窓口において男女
共同参画に関する苦情に対応する
とともに、女性悩みごと相談事業を
実施します。

各種相談事業にお
ける市民の利便性向
上のため、機能や体
制の充実と相談担当
職員の資質の向上
を図ります。

関係各課188
相談員資質向
上のための研
修参加

100

187
相談窓口等の
情報提供

関係各課



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向25 行政の役割と率先行動、相談事業の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

190

特定事業主行
動計画に基づ
く採用、人事
配置及び人材
育成

人事課
平成30年4月1日付人事異動で、係
長級以上の女性役職者として8名が
昇格しました。

C
女性職員について、引き続き、能力
に応じた職域の拡大と管理職への
積極的な登用を進めます。

191
職員研修の実
施

人事課

新規採用職員研修において、「男女
共同参画」の科目を設け、実施しま
した。（平成30年4月6日（金）、参加
職員33名）

C

職員への意識啓発を積極的に図る
ため、新規採用職員研修に、引き
続き、「男女共同参画」の科目を設
け、実施します。

192
特定事業主行
動計画に基づ
く環境づくり

人事課

特定事業主行動計画に基づく措置
の実施状況について公表しました。
また、「豊川市特定事業主行動計画
（平成27年度～平成32年度）」を、
庁内ＬＡＮにて全職員へ配信しまし
た。

C
特定事業主行動計画の周知を図
り、職場全体で子育てを支援する環
境づくりを一層推進します。

193

育児・介護休
業、ボランティ
ア休暇取得の
推進

人事課

豊川市特定事業主行動計画（平成
27年度～平成32年度）、市職員の
ための子育て応援マニュアルを庁
内ＬＡＮにて全職員へ配信するな
ど、育児休業、介護休暇、ボラン
ティア休暇の取得推進を図りまし
た。

C

特定事業主行動計画、市職員のた
めの子育て応援マニュアルの周知
を図り、職場全体で子育てを支援す
る環境づくりを一層推進します。 ま
た、人材育成基本方針に基づき、
職員が市民活動へ参加することを
推進・支援します。

194

市職員のため
の子育て応援
マニュアルの
周知

人事課
市職員のための子育て応援マニュ
アルを庁内ＬＡＮにて全職員へ配信
しました。

C

市職員のための子育て応援マニュ
アルの周知を図り、職場全体で子
育てを支援する環境づくりを一層推
進します。

102

人材育成基本方針
及び特定事業主行
動計画に基づき、職
員の子育てを支援す
るとともに、ワーク・
ライフ・バランスの推
進のため、育児・介
護、ボランティア休暇
の取得の推進を図り
ます。

101

女性の職業生活に
おける活躍の推進に
関する法律に基づ
き、特定事業主行動
計画を策定し、女性
職員がその個性と能
力を十分に発揮し、
活躍できるような登
用と、職域の拡大を
進めます。



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向25 行政の役割と率先行動、相談事業の充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

防災講演会の開催時に、託児の配
慮をしました。（防災対策課）
平成30年12月15日(土）

C
防災講演会の開催時に、託児の配
慮をします。（防災対策課）
令和元年12月14日(土）

市主催講座の開催にあたり、休日
実施の講座を設けました。また、市
主催の講座・講演会には極力託児
を設け、多くの方にご利用いただき
ました。（人権交通防犯課）

C
講座等の開催にあたっては、必要
に応じて休日開催、託児に配慮しま
す。(人権交通防犯課）

不要なものについては、すでに削除
済みです。（人権交通防犯課）

C 継続して実施します。

県が規定している、精神障害者保
健福祉手帳に係る申請書及び精神
障害者保健福祉手帳の性別表示の
廃止。（手帳更新時に案内）
（福祉課障害者支援係）

C 継続して実施します。

105

「男女共同参画宣言
都市」の実現に向け
て、市を挙げた取組
を実施します。

197
男女共同参画
宣言都市に向
けた取組

人権交通防
犯課

先進都市の情報を収集し、参考とし
ました。

C
先進都市の事例について、情報を
収集し、参考にします。

行政関係提出書類、
請求書類において不
要な性別記入欄を削

除します。

196
不要な性別記

入の削除
関係各課104

103

市民向けの講演会
や講座、研修会など
を開催する際には、
より多くの市民が参
加できるよう、開催

日や託児などに配慮
します。

195
講演会、講座
等の休日開催
と託児の配慮

関係各課



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向26 市民及び教育に携わる者、市民活動団体、事業者の役割 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

106

市民や教育に携わる
者、市民活動団体、
事業者に対し、豊川
市男女共同参画推
進条例や豊川市男
女共同参画基本計
画の趣旨を普及啓
発し、また施策の推
進について協力、連
携を求めます。

198

豊川市男女共
同参画推進条
例及び豊川市
男女共同参画
基本計画の周
知啓発と協
力・連携

人権交通防
犯課

男女共同参画週間（6月23日～6月
29日）に市役所ロビーにて、豊川市
男女共同参画推進条例のパネル展
示を行いました。また、講座・イベン
ト時に、豊川市男女共同参画推進
条例のパンフレットや、豊川市男女
共同参画基本計画概要版を配布
し、周知啓発に努めました。

Ｃ

男女共同参画週間中に市役所ロ
ビーにてパネル展示を実施します。
また、講座・イベント時に、豊川市男
女共同参画推進条例のパンフレット
や、豊川市男女共同参画基本計画
概要版を配布し、周知啓発に努め
ます。

199
男女共同参画
施策の市民等
との連携

人権交通防
犯課

市民まつり「おいでん祭」等のイベン
トで男女共同参画コーナーを設け、
啓発物品及び各種資料の配布を行
いました。「おいでん祭」では、ワー
クライフバランスに関する市民アン
ケートを行い、アンケート結果を情
報紙「ゆい」に掲載しました。（回答
者400名）また、人権・男女共同参画
講演会でも市民アンケートを実施し
ました。

Ｃ

市民まつり「おいでん祭」等で男女
共同参画コーナーを設け、アンケー
ト調査を実施し、市民ニーズの収集
に努めます。

200
市民活動団体
との協働事業
の推進

人権交通防
犯課

市民活動団体から企画提案された
講座を事業委託し、市民団体との協
働による講座を開催しました。（2団
体3事業）

Ｃ
市民団体との協働事業を実施し、相
互の協力、連携を図ります。

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

107

市民や教育に携わる
者、市民活動団体、
事業者が相互に協
力、連携し、市民
ニーズに沿った事業
の実施と市民参加の
体制をつくります。

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要



基本目標5 みんなで創る住みよいまち 　前年度実績についての担当課の評価基準

基本課題10 推進体制を整備します

施策の方向27 男女共同参画推進体制の整備と充実 　D：事業の維持に至らなかった

　※実施実績において、改善事項についての詳細を記し、当該部分に下線を引く。

　※実施年度でない場合は、―（ハイフン）を記入

令和元年度計画

事業実績 評価 事業計画

108

全庁的な体制づくり
として、豊川市男女
共同参画推進会議
による豊川市男女共
同参画基本計画の
効率的、効果的な推
進に努めます。

201

豊川市男女共
同参画推進会
議による豊川
市男女共同参
画基本計画の
推進

人権交通防
犯課

平成28年3月に改定した基本計画に
基づき、関係各課に対して、全庁的
な男女共同参画施策の推進につい
て、更なる理解と協力を求めまし
た。

C

社会の変化に即応できる組織・体制
の整備を図るとともに、必要に応じ
て「豊川市男女共同参画推進会議」
を開催します。

109

豊川市男女共同参
画基本計画に位置
付けた事業の進捗
状況を把握し、計画
の着実な進行管理に
努めます。

202
豊川市男女共
同参画基本計
画の進行管理

人権交通防
犯課

関係各課に進捗状況の報告を依頼
し、現状を把握・確認しました。豊川
市男女共同参画基本計画に位置づ
けられた平成29年度及び平成30年
度事業について、男女共同参画審
議会（10月19日開催）に諮問し、答
申をいただきました。

Ｃ

関係各課に、進捗状況の報告を依
頼し、現状を把握します。その結果
を、男女共同参画審議会に諮問し、
事業の進捗、計画の進行について
答申をいただきます。

110

豊川市男女共同参
画推進条例に基づき
設置された豊川市男
女共同参画審議会
が、市長の附属機関
としての機能を十分
に発揮できるように
努めます。

203
豊川市男女共
同参画審議会
の充実

人権交通防
犯課

男女共同参画審議会を10月19日に
開催し、本市における審議会等委
員会女性登用率や男女共同参画基
本計画の進捗状況などの情報を提
供し、意見を頂きました。

Ｃ

男女共同参画審議会に本市の男女
共同参画に関する情報を提供し、市
長の付属機関としての機能を高め
ます。

111

ＩＴを利用した男女共
同参画に関する情報
の発信体制を充実し
ます。

204

ＮＥＴゆい豊川
市男女共同参
画推進セン
ターの充実

人権交通防
犯課

男女共同参画推進センターの機能
の一部をインターネット上に「ＮＥＴ
ゆい」として開設しており、男女共同
参画に関する学習コーナー、情報
コーナー、相談紹介コーナーに分け
て情報の発信をしました。

Ｃ
ホームページの内容の充実を図り、
情報の収集と提供に努めます。

豊川市男女共同参画基本計画進捗状況調査表

今後の取組
（評価Ｄの場合は具体的な

取組と実施予定年度を記入）
番号 施策の概要

個
別
事
業
番
号

個別事業 担当課　

平成30年度実績

　Ａ：事業を大きく改善した　Ｂ：事業を改善した　Ｃ：事業を維持した


